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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
︵
伊
藤
り
き
会
長
︶
は

2
月
19
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

内
の
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
・

ベ
ス
イ
ス
ラ
エ
ル
病
院 (281 

1st A
ve)

、
同
34
丁
目
診
療

所 (55 E
ast 34th St)

に

１
５
０
食
の
ラ
ン
チ
を
届
け

た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は 

Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
と
協
力
し
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
支
援
活
動
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
ラ

ン
チ
デ
リ
バ
リ
ー
は 

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
９
・

11
風
の
環
メ
モ
リ
ア
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
﹂ ︵
白
田
正
樹
代
表
︶

が
昨
年
11
月
5
日
に
仙
台
で
開

催
し
た 

第
13
回
風
の
環
コ
ン

サ
ー
ト
入
場
料
か
ら
﹁
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
支
援
へ
役
立
て
て
ほ
し

い
﹂と
の
寄
付
か
ら
実
現
し
た
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
米
同
時
多
発

テ
ロ
犠
牲
者
追
悼
を
目
的
に

２
０
０
８
年
か
ら
毎
年
開
催

し
、
２
０
１
１
年
以
降
は
東
日

本
大
震
災
犠
牲
者
も
追
悼
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で 

﹁
９
・
11
風
の

環
メ
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
﹂

を
行
っ
て
き
た
が
昨
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
不
可
能
と
な
り
、

仙
台
に
場
所
を
移
し
て
開
催
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ソ
プ

ラ
ノ
の
田
村
麻
子
、
バ
リ
ト
ン

の
門
間
信
樹
、
バ
イ
オ
リ
ン
の

大
曲
翔
ら
が
仙
台
に
集
結
。
ガ

ー
シ
ュ
イ
ン
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
、
バ
ー
バ
ー
、
ビ
リ
ー
ジ
ョ

エ
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

係
わ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
名
曲

を
次
々
と
披
露
し
た
。
仙
台
の

合
唱
団
﹁
萩
﹂
の
メ
ン
バ
ー
で

東
北
大
学
男
声
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
の

有
志
に
加
え
、
ボ
ス
ト
ン
で
活

動
し
て
い
た
仙
台
出
身
の
ジ
ャ

ズ
作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
秩

父
英
里
も
特
別
参
加
。

　
例
年
風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト
の

ホ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
る

ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー
ラ
ル
・
ハ
ー

モ
ニ
ー
﹁
と
も
﹂ ﹁
風
の
環 

少

年
少
女
合
唱
団 

﹂
は
ビ
デ
オ

出
演
し
、
日
米
離
れ
て
い
る
が

共
に
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
と
う
、

頑
張
ろ
う
と
出
演
者
と
聴
衆
が

と
も
に
心
に
誓
う
大
き
な
機
会

と
な
っ
た
。

　
19
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
前

日
来
か
ら
雪
が
降
り
し
き
る

中
、
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
・
ベ

ス
イ
ス
ラ
エ
ル
病
院
へ
の
ラ
ン

チ
受
け
入
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

炭
元
看
護
師
︵ 

心
臓
疾
患
集

中
治
療
室 

︶
が
待
つ
中
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
合
唱
団

﹁
と
も
﹂
の
メ
ン
バ
ー
が
、
日

本
人
が
経
営
す
る
ブ
ロ
ン
ク
ス

の
メ
キ
シ
カ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｖ

Ａ
Ｙ
Ａ
の
ラ
ン
チ
と
、
支
援
企

画
に
賛
同
、
協
賛
し
た
北
米
伊

藤
園
か
ら
の
お
茶
を
届
け
た
。

医
師
、
看
護
師
ら
は
じ
め
面
々

か
ら
は
雪
の
中
で
笑
顔
が
は
じ

け
た
。炭
元
看
護
師
か
ら
は﹁
こ

の
様
な
心
温
ま
る
支
援
は
、
私

達
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
何
に

も
変
え
が
た
い
励
み
に
な
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
厚
意
を
胸
に
今

後
も
使
命
感
を
持
っ
て
業
務
に

従
事
し
て
い
き
た
い
﹂
と
の
感

謝
レ
タ
ー
が
贈
ら
れ
た
。

　
医
療
や
保
安
、
公
共
交
通
な

ど
市
内
の
必
要
不
可
欠
な
最
前

線
で
働
く
人
々
に
日
本
食
弁
当

を
届
け
る
﹁
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
は
３
週
目
に
突
入
。
今
月

18
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警

︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶24
分
署
で
、昼
食
・

夕
食
合
わ
せ
て
１
２
０
食
が
警

察
官
に
配
ら
れ
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
協
会
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
が
連
携

し
て
進
め
て
い
る
。
２
月
３
日

を
皮
切
り
に
週
１
回
の
ペ
ー
ス

で
展
開
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民

の
安
全
と
健
康
を
守
る
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
ワ
ー
カ
ー
に
感
謝
を

伝
え
る
と
同
時
に
、
市
内
の
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
支
援
と
日

本
食
の
振
興
・
普
及
を
目
指
し

て
い
る
。

　
警
察
で
の
弁
当
配
布
は
今
回

が
初
め
て
と
あ
っ
て
、
総
領
事

館
か
ら
山
野
内
勘
二
大
使
自
ら

分
署
に
足
を
運
び
、
警
察
官
た

ち
に
弁
当
を
手
渡
し
た
。
こ
の

日
の
弁
当
は﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・

ボ
ウ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
﹂︵
ラ

ン
チ
︶
と
﹁
大
戸
屋
﹂
の
２
社
。

い
ず
れ
も
多
様
な
人
種
や
文
化

を
考
慮
し
、
誰
も
が
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
食
材
や
調
理

法
を
工
夫
し
、
彩
り
も
鮮
や
か

な
﹁
純
日
本
的
﹂
な
ス
ペ
シ
ャ

ル
弁
当
と
な
っ
た
。
達
者
な
箸

さ
ば
き
で
弁
当
を
頬
張
る
警
官

た
ち
は
、口
々
に
﹁
美
味
し
い
﹂

﹁
グ
レ
ー
ト
﹂
を
連
発
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
３
月
末

ま
で
継
続
。
Ｎ
Ｙ
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
協
会
の
声
が
け
で
参
加

す
る
日
系
レ
ス
ト
ラ
ン
・
食
品

小
売
店
は
約
15
店
舗
に
の
ぼ

り
、
今
後
は
警
察
の
他
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
都
市
交
通
局
︵
Ｍ

Ｔ
Ａ
︶、
市
消
防
局
︵
Ｆ
Ｄ
Ｎ

Ｙ
︶、
病
院
な
ど
で
も
配
布
す

る
。
各
機
関
と
の
交
渉
や
車
両

の
手
配
、
配
達
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
管
理
は
Ｊ
Ａ
Ａ
が
担
当
し
て

い
る
。︵
中
村
英
雄
、
写
真
も
︶

医療従事者に
9.11 風の環メモリアル・コンサートが寄付

NY 日系ライオンズクラブ届ける
医
療
従
事
者
に
弁
当
を
届
け
る
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

日本の弁当美味い！
NYPD の警察官大喜び

◀ 弁当を美味しそうに食べる警察官たち。後方は趣旨を説明する山野内大使

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
、
Ｎ
Ｙ
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

お
弁
当
大
作
戦

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nipponexpressusa.com/
http://www.sumitomo-ny.com
https://www.maxjob.com/
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今
月
は
、
本
紙
連
載
ア
ー
ト
ク
ッ
キ
ン
グ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お

馴
染
み
の
料
理
研
究
家
、
千
葉
真
知
子
さ
ん
に
フ
ラ
イ
パ
ン
で

簡
単
に
作
れ
る
ご
ぼ
う
と
鰻
の
春
巻
き
と
、
千
葉
さ
ん
が
開
発

し
て
、
２
０
１
９
年
に
米
国
で
ザ
・
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
ウ

ス
ウ
エ
ア
賞
を
受
賞
し
た
電
子
レ
ン
ジ
用
調
理
鍋
﹁
ク
ッ
ク
膳
﹂

を
使
っ
て
普
通
な
ら
時
間
と
手
間
が
か
か
る
高
級
魚
の
き
ん
き

の
煮
付
け
と
ス
ペ
ア
リ
ブ
の
２
品
を
、
簡
単
に
作
る
秘
訣
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
相
性
の
よ
い
牛
蒡
︵
ご
ぼ
う
︶

と
鰻
を
春
巻
き
の
皮
に
包
ん
で

揚
げ
る
の
で
は
な
く
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
で
焼
く
ヘ
ル
シ
ー
な

春
巻
き
で
す
。
夕
食
の
お
か
ず

に
そ
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
の
オ
ー

ド
ブ
ル
に
い
か
が
で
し
ょ
う
？

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
焼
く
た
め

に
あ
っ
さ
り
し
て
い
ま
す
の
で

食
が
す
す
み
ま
す
。
鰻
の
代
わ

り
に
穴
子
で
も
美
味
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。

︵
ク
ッ
ク
膳
使
用
の
場
合
︶

　
お
鍋
で
煮
る
の
に
比
べ
て
調

味
料
が
少
な
く
、
煮
崩
れ
の
心

配
が
な
く
、
お
魚
に
味
が
し
っ

か
り
と
染
み
込
ん
だ
美
味
し
い

煮
魚
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
き
ん
き
以
外
の
お
魚
で
も

大
丈
夫
。

作
り
方

1
　
き
ん
き
は
さ
っ
と
水
洗
い

を
し
、
う
ろ
こ
を
包
丁
で
取
り

除
く
。

︻
ご
ぼ
う
と
鰻
の
春
巻
き
︼

︻
ポ
ー
ク
ス
ペ
ア
リ
ブ
︼

︻
き
ん
き
の
煮
つ
け
︼

作
り
方

１
　
ご
ぼ
う
は
包
丁
で
笹
が
き

に
し
、
水
に
さ
ら
し
て
あ
く
抜

き
を
し
ま
す
。
ざ
る
に
あ
け
て

水
分
を
十
分
に
切
る
。

２
　
ウ
ナ
ギ
は
5
ミ
リ
幅
に
切

る
。

３
　
春
巻
き
の
皮
を
広
げ
、
大

葉
を
お
い
て
、
さ
さ
が
き
牛
蒡
、

鰻
を
の
せ
て
手
前
か
ら
巻
い
て

　
い
く
、
端
の
部
分
に
水
を
つ

け
て
し
っ
か
り
と
巻
く
。

４
　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

材料（10 本分）

春巻きの皮 ..............小 10 枚

牛蒡 ..................... 1 本 100g
鰻かば焼き .......... 1/3 尾 50g
大葉 ............................ 10 枚

オリーブオイル .....大さじ５

材料
きんき ............1 尾（約 250g）
しょうがスライス　　　５枚
A
しょうゆ ...................大さじ 3
みりん .......................大さじ 2
酒 ..............................大さじ 2
砂糖 ..........................大さじ 1

2
　
ク
ッ
ク
膳
に
1
の
き
ん
き

と
し
ょ
う
が
ス
ラ
イ
ス
、
Ａ
の

調
味
料
を
入
れ
て
、
中
蓋
を[

閉
め
る
］の
位
置
に
セ
ッ
ト
し
、

外
蓋
を
し
て
電
子
レ
ン
ジ
で
4

分
加
熱
す
る
。

※
ク
ッ
ク
膳
が
な
く
て
も
調
理

が
で
き
ま
す
。
調
味
料
の
加
減

は
異
な
り
ま
す
の
で
好
み
に
応

じ
て
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

【千葉真知子】

　料理研究家。
これまで世界
初の商品を多
数開発してい
る。そのなか
でもロングセ
ラーを誇るク
ック膳（電子
レンジ用調理
鍋）は、2019 年に米国において
the best of housewares を受賞。電
子レンジで簡単においしくできる
和菓子の型シリーズも、日本プラ
ステック協会より最高賞を授与さ
れている。現在は、さまざまな企
業のコンサルタントとしても活躍
中で、パリの名門コルドンブルー
料理学校や各地の調理師学校にお
ける指導経験をいかし、レストラ
ンのメニュー開発や料理指導など
も行っている。
記事に関する問い合わせは
千葉真知子クッキングスタジオ
〒 156-0044
東京都世田谷区赤堤 2-23-2
 www.machiko-cook.com
Machiko Cooking Studio USA, inc. 
160 West 66th Street #220 
NewYork, NY 10023 
E-mail: 
machiko@machiko-cook.com

し
て
電
子
レ
ン
ジ
で
13
分
加
熱

を
す
る
。

※
ク
ッ
ク
膳
が
な
く
て
も
調
理

が
で
き
ま
す
。
調
味
料
の
加
減

は
異
な
り
ま
す
の
で
好
み
に
応

じ
て
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
ク
ッ
ク
膳
使
用
の
場
合
︶

　
ポ
ー
ク
ス
ペ
ア
リ
ブ
は
、
ア

ジ
ア
、
欧
州
、
ア
メ
リ
カ
の
イ

ベ
ン
ト
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
し
た
時
の
一
番
の
人
気

レ
シ
ピ
で
す
。
お
味
は
保
障
つ

き
本
格
的
な
お
い
し
い
肉
料
理

で
す
。
適
度
な
焦
げ
目
が
つ
く

の
で
、
香
ば
し
く
作
っ
た
方
が

必
ず
は
ま
っ
て
し
ま
う
味
で

す
。

作
り
方

１
　
ク
ッ
ク
膳
に
に
ん
に
く
ス

ラ
イ
ス
、
骨
付
き
豚
肉
、
た
れ

の
材
料
を
い
れ
、
中
ふ
た
を
閉

め
る
の
位
置
に
し
、
外
ふ
た
を

材料

骨付き豚肉 ...5 から 6 本 500g
にんにく ..........................2 片

たれ

ケチャップ ................大さじ 4
しょうゆ ...................大さじ 2
砂糖 ..........................大さじ 2

オ
イ
ル
を
入
れ
て
火
を
つ
け
、

油
が
熱
し
た
ら
、
春
巻
き
を
入

れ
て
両
面
き
つ
ね
色
に
な
る
よ

う
に
焼
く
。
油
を
き
っ
て
器
に

盛
る
。

http://www.machiko-cook.com
mailto:machiko@machiko-cook.com
https://kikkomanusa.com/
mailto:info@villagewellusa.com


NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ
カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア

メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰
国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 PRO

JEC
T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂

が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本
で
過

ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全
力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　
今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについてのお問い合わせ、
NYコミュニティ（無料）会員登録については、
NY相談デスク担当／ニューヨーク生活プレス社

社長　久松　茂まで、Eメールでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com
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 日本クラブからのお知らせ
■常設アーティスト募集！

吉屋 敬「午後の一時」（二連画）
アクリル絵具、キャンバス , 2 x [60 x 60] cm、2012

   日本クラブ WEB ギャラリー (nippongallery.nipponclub.org)
では、日本の伝統工芸を継承する芸術家から新進気鋭の現代
アーティストまで、幅広いアートを美術愛好家やコレクター
に紹介する機会を提供しています。日本語と英語で、作品お
よびアーティストのバイオグラフィーをニューヨークから世
界に向けて発信します。もちろん販売可能です。

　詳細は gallery@nipponclub.org まで。

■シェフの料理がご自宅で味わえるピックアップサービス
  （会員限定）
    日本クラブ

では会員向
け に、 黒 毛
和牛しゃぶ
しゃぶや蟹
しゃぶなど
の鍋用食材
をセットに
して販売中
で す。 メ イ
ンの食材の
ほか、だし、野菜、たれ、薬味など必要な物が全てセットに
入っています。下ごしらえの必要もありませんので、ご家庭
で簡単に召し上がれます。土鍋やコンロも販売しております
ので、併せてご購入いただけます。ピックアップ場所はマン
ハッタン ( 日本クラブ、月〜金 ) とスカースデール ( ライス
ファクトリー、毎週木曜 ) の 2 か所。蟹しゃぶ鍋セットは現
在キャンペーン価格にてご提供しております。詳細は下記の
日本クラブのウェブサイトをご覧ください。

日本クラブメンバーシップのお問い合わせは
hnaito@nipponclub.org （内藤まで）

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

蟹しゃぶ鍋セット 3 人前

　
ホ
ー
ム
レ
ス
の
青
年
と
出
会

っ
た
す
ぐ
そ
ば
で
、
携
帯
電
話

会
社
が
真
紅
の
バ
ラ
の
花
を
配

っ
て
い
た
の
で
、
一
輪
も
ら
っ

た
。
 

　
そ
の
東
側
で
、
ま
た
地
べ
た

に
す
わ
り
込
ん
で
い
る
人
が
い

た
。
膝
の
上
に
段
ボ
ー
ル
紙
を

置
き
、 

マ
ジ
ッ
ク
で
何
か
書
い

て
い
る
。
長
い
髪
に
顔
が
隠
れ

て
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

女
性
の
よ
う
だ
。

　
そ
こ
へ
ホ
ー
ム
レ
ス
仲
間
ら

し
き
男
の
人
が
近
寄
っ
て
き

た
。

　
何
し
て
る
の
？
　
と
私
が
声

を
か
け
た
。
 

　
女
性
が
顔
を
上
げ
て
答
え

た
。
こ
の
人
、
私
の
ダ
ン
ナ
な

ん
だ
け
ど
、
字
が
汚
い
か
ら
、

﹁
ホ
ー
ム
レ
ス
で
す
﹂
っ
て
い

う
サ
イ
ン
を
書
い
て
あ
げ
て
ん

の
よ
。

　
夫
婦
で
路
上
生
活
を
し
て
い

る
の
か
。
 

ホ
ー
ム
レ
ス
夫
婦
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

エッセイ連載 ⑭

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

　Happy Valentine’s Day. 

　
そ
う
言
っ
て
、
さ
っ
き
も
ら

っ
た
一
輪
の
バ
ラ
を
、
女
性
に

あ
げ
た
。
 

　
彼
女
の
顔
が
パ
ッ
と
輝
い

た
。T

hank you. 

と

受

け

取
っ
た
花
を
胸
に
引
き
寄
せ

る
。
 

　
彼
女
の
夫
が
花
に
顔
を
近
づ

け
て
、
バ
ラ
の
香
り
を
か
い
だ
。

　
あ
あ
、
い
い
匂
い
だ
ね
。

　
私
は
ふ
た
り
の
な
れ
そ
め
を

聞
い
た
。
 

　
教
会
で
知
り
合
っ
た
人
に
、

彼
を
紹
介
さ
れ
た
の
。
そ
の
と

き
は
、
ふ
た
り
と
も
職
が
あ
っ

た
の
よ
。 

私
は
救
急
医
療
の

仕
事
を
し
て
い
て
、
祖
父
母
と

一
緒
に
住
ん
で
い
た
の
。
 

　
僕
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
師

で
、
母
親
と
住
ん
で
い
た
よ
。

母
親
の
容
態
が
悪
く
な
っ
て
、

そ
の
医
療
費
や
ホ
ス
ピ
ス
代
で

貯
金
を
使
い
果
た
し
た
ん
だ
。

家
も
手
放
し
て
、
そ
れ
か
ら
路

上
生
活
だ
よ
。
 

　
シ
ェ
ル
タ
ー
に
は
行
き
た
く

な
い
の
？
　

　
行
っ
た
わ
。
私
た
ち
夫
婦
で

個
室
を
も
ら
え
た
け
ど
、
部
屋

に
鍵
は
か
け
ら
れ
な
い
の
。
刑

務
所
か
ら
出
た
ば
か
り
の
人
も

い
る
し
、
怖
く
て
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
で
も
援
助
団
体
の
お
か

げ
で
、
も
う
す
ぐ
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
が
借
り
ら
れ
そ
う
な

の
。
 

　
今
も
神
を
信
じ
て
い
る
？

　
当
た
り
前
で
し
ょ
。
な
ぜ
そ

ん
な
こ
と
を
聞
く
の
か
し
ら
と

で
も
い
う
よ
う
に
、
す
ぐ
に
答

え
た
。
 

　
女
性
が
髪
を
か
き
上
げ
た
と

き
、
初
め
て
ホ
ー
ム
レ
ス
特
有

の
臭
い
が
し
た
。
 

　
今
は
こ
の
す
ぐ
そ
ば
の
教
会

に
、
夫
婦
で
行
っ
て
る
の
。
歌

が
素
晴
ら
し
く
て
、
彼
が
す
ご

く
そ
こ
が
気
に
入
っ
た
か
ら
。

い
つ
も
ふ
た
り
で
、
後
ろ
の
席

に
す
わ
っ
て
る
わ
。
 

　
周
り
の
人
た
ち
に
気
を
つ
か

っ
て
、
礼
拝
堂
の
後
ろ
で
、
ふ

た
り
寄
り
添
う
様
子
が
目
に
浮

か
ぶ
。
 

　
私
は
女
性
に
そ
っ
と
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
差
し
出
し
た
。
 

　
わ
ぁ
、
チ
ョ
コ
な
ん
て
久
し

ぶ
り
。
大
好
き
な
の
。

 
﹁
X
﹂
と
﹁
O
﹂
を
交
互
に

見
な
が
ら
、
キ
ス
と
ハ
グ
、
ど

っ
ち
が
い
い
？
　
と
彼
女
が
夫

に
聞
く
。
 

　
え
？
　
ど
っ
ち
で
も
い
い

さ
。
恥
ず
か
し
そ
う
に
彼
が
答

え
る
。
 

　
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
に
キ
ス
を

あ
げ
る
わ
。
 

　
女
性
と
私
に
礼
を
言
っ
て
、

彼
が
﹁
X
﹂
の
チ
ョ
コ
を
受
け

取
る
。
 

　
ふ
た
り
は
す
ぐ
に
、
包
み
紙

を
開
け
た
。
美
味
し
そ
う
に
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
な
め
る
彼
を
、

妻
が
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
書
き
か
け
の
段
ボ
ー

ル
紙
を
手
か
ら
離
す
と
、
彼
に

近
寄
っ
た
。
 

　
ふ
た
り
は
ぴ
っ
た
り
抱
き
合

い
、
キ
ス
を
交
わ
す
。
 

　
本
物
の
X
と
O
に
、
私
の
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
と
て
も
か
な

わ
な
い
。
 

　H
appy Valentine’s 

Day to you both. 

　
お
ふ
た
り
へ
、
幸
せ
な
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
。
 

　
今
回
の
エ
ッ
セ
イ
は
﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂
シ
リ
ー
ズ

第
９
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
は
終
わ
ら
な
い
﹄
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人

夫
婦
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

タ
と
デ
イ
ビ
ッ
ド
が

素
材
と
昔
な
が
ら
の

焼
き
方
に
こ
だ
わ
っ

て
２
０
０
８
年
に
創

業
し
た
﹁
フ
ァ
ブ
リ

ー
ク
・
ベ
ー
カ
リ
ー
﹂。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に

19
店
、
ロ
ン
ド
ン
に

６
店
を
展
開
し
て
い

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
は
２
０
１
９
年
春

に
米
国
初
店
舗
を
ミ

ー
ト
パ
ッ
キ
ン
グ
地

区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
北
欧
を
旅
し
た
こ

と
の
あ
る
人
な
ら
、

な
ん
と
も
懐
か
し
い

素
朴
な
味
に
頬
が
緩

む
。
一
番
人
気
は
カ

ル
ダ
モ
ン
ロ
ー
ル
。

ふ
わ
り
と
し
た
パ
ン

の
食
感
と
甘
く
て
爽
や
か
な
香

辛
料
・
カ
ル
ダ
モ
ン
の
香
り
が

口
の
中
に
広
が
る
。
パ
ン
や
焼

き
菓
子
の
香
り
づ
け
に
カ
ル
ダ

モ
ン
を
多
用
す
る
北
欧
地
域
で

は
、
食
後
や
お
酒
を
飲
ん
だ
後

の
に
お
い
を
消
す
た
め
カ
ル
ダ

モ
ン
を
噛
む
風
習
も
あ
る
と
い

う
。

　
ま
た
、
い
ま
の
時
期
は
カ
ル

ダ
モ
ン
入
り
の
パ
ン
の
上
を
切

り
取
っ
て
、
ア
ー
モ
ン
ド
ペ
ー

ス
ト
と
甘
く
な
い
ホ
イ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
を
入
れ
た
伝
統
の
﹁
セ

ム
ラ
﹂︵
８
ド
ル
︶
＝
写
真
＝

も
人
気
。
一
見
す
る
と
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
の
よ
う
に
見
え
る

が
、セ
ム
ラ
は
イ
ー
ス
タ
ー︵
復

活
祭
︶
前
の
断
食
直
前
の
火
曜

日
﹁
フ
ァ
ッ
ト
チ
ュ
ー
ズ
デ
ー

︵
断
食
に
備
え
て
大
食
す
る
日
、

今
年
は
２
月
16
日
︶﹂
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
人
が
心
待
ち
に
し
て

食
べ
る
伝
統
的
な
お
菓
子
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
伝
統
の
味
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
店
。
現
在
は
毎
日
朝
８

時
か
ら
夜
７
時
ま
で
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
。

Fabrique Bakery
348 W 14th St, 

10014 New York
Phone: 917-261-2476

http://fabriquebakery.com

スウェーデンの伝統的な香辛料入りパン

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:gallery@nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
http://fabriquebakery.com
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
https://www.restaurantnippon.com/
http://shinbashi72.com/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
賃
が
か
な
り
安
く
な
っ
て
い
る
と

言
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
郊
外
に
転
出
す
る
人
が
増

え
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で
は
、

同
じ
家
賃
を
払
う
な
ら
も
っ
と
広
く
、
条
件
の
良
い
物
件

に
住
め
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
で
の
住
み
替

え
需
要
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
住

居
を
と
考
え
て
い
る
人
に
は
、
む
し
ろ
好
都
合
な
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
写
真
の
部
屋
は
、５
番
街
42
丁
目
に
建
つ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
中
心

街
の
ワ
ン
ル
ー
ム
型
ス
タ
ジ
オ
で
、
近
く
に
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
公
園
や
、
日
系
食
料
品
店
、
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
に
も
近
く

て
買
い
物
や
食
事
に
も
便
利
な
立
地
。

　
家
賃
は
、ひ
と
頃
で
は
考
え
ら
れ
な
い
２
１
０
０
ド
ル
。

最
上
階
の
テ
ラ
ス
か
ら
見
渡
す
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
、
ま
さ

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
絶
景
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
８
５
・
７
５
５
２
、

Ｅ
メ
ー
ル
　nobuko@

snsrealty.com

佐
々
本
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
不
動
産
︶

い
ま
な
ら
借
り
や
す
い

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
。

し
か
も
中
心
街
一
等
地
。

　
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
調
査
に
よ
る

と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の

92
％
の
飲
食
店
が
12
月
の
テ

ナ
ン
ト
料
を
全
額
も
し
く
は

一
部
し
か
支
払
っ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
調
査

は
１
月
上
旬
か
ら
30
日
間
、

４
０
３
件
の
飲
食
店
に
て
実

施
。
12
月
の
賃
料
を
全
く
支

払
っ
て
い
な
い
飲
食
店
が

45
・
２
％
、
一
部
支
払
っ
た

の
が
46
・
５
％
で
、
す
べ
て

支
払
っ
た
と
答
え
た
の
は
わ

ず
か
８
・
４
％
だ
っ
た
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
、
市

内

の

飲

食

店

数

は

約

２
万
５
０
０
０
件
、
労
働
人

口
は
約
32
万
５
０
０
０
人
と

さ
れ
て
い
た
が
２
０
２
０
年

内
に
数
千
件
の
飲
食
店
が
閉

鎖
、
14
万
人
以
上
の
雇
用
が
失

わ
れ
た
。
今
月
12
日
、
入
院

患
者
や
検
査
陽
性
率
が
減
少

し
た
と
し
て
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州

知
事
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
店

内
飲
食
の
再
開
が
許
可
さ
れ

た
が
、
座
席
数
の
25
％
に
入

店
制
限
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ

Ｃ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
リ
ジ
ー
氏
は
店

内
飲
食
の
再
開
を
歓
迎
し
た

が
﹁
連
邦
政
府
の
財
政
支
援

と
安
全
か
つ
早
急
に
人
数
制

限
を
50
％
へ
と
引
き
上
げ
る

必
要
が
あ
る
﹂
と
規
制
の
緩

和
を
求
め
る
声
明
を
出
し
て
い

る
。

レストラン家賃払えません

　
建
築
事
務
所
の
ス
キ
ッ
ド
モ

ア
・
オ
ー
ウ
ィ
ン
グ
ス
・
ア
ン

ド
・
メ
リ
ル
は
開
発
者
の
Ｒ
Ｘ

Ｒ
リ
ア
ル
テ
ィ
と
Ｔ
Ｆ
コ
ー
ネ

ス
ト
ー
ン
と
提
携
し
、
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
横
の
グ
ラ
ン

ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
場
所

に
高
さ
１
６
４
６
フ
ィ
ー
ト

︵
５
０
１
メ
ー
ト
ル
︶
の
超
高

層
ビ
ル
を
建
設
予
定
。 

　

  

﹁
１
７
５
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ

ー
﹂
と
呼
ば
れ
る
83
階
建
て
の

建
物
に
は
５
０
０
室
の
ホ
テ
ル

の
ほ
か
、
オ
フ
ィ
ス
と
商
業
ス

ペ
ー
ス
が
作
ら
れ
る
計
画
で
、

１
階
は
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
と
地
下
鉄
駅
に
通
じ
る
巨
大

な
公
共
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備

さ
れ
る
。
こ
の
ビ
ル
建
設
に
あ

た
り
１
万
８
０
０
０
人
を
雇
用

で
き
、
完
成
後
は
１
万
人
の
雇

用
を
生
み
出
せ
る
と
い
う
。
年

内
に
建
設
許
可
を
手
に
入
れ
、

来
年
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ

ト
の
解
体
作
業
を
開
始
。
完
成

は
２
０
３
０
年
の
予
定
。
駅
正

面
左
に
は
、
高
さ
１
４
０
０
フ

ィ
ー
ト
、67
階
建
て
の
ビ
ル﹁
ワ

ン
・
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
﹂
が

建
築
さ
れ
て
い
る
。

巨
大
ホ
テ
ル
計
画

グ
ラ
セ
ン
隣
に
２
０
３
０
年

mailto:nobuko@snsrealty.com
mailto:nobuko@snsrealty.com
mailto:nobuko@snsrealty.com
https://www.redacinc.com/
http://kiku-ny.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://brooklyntime.net
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 第 392 回

　
現
在
、
京
都
国
立
博
物
館
で

は
、
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念

財
団
設
立
50
周
年
記
念
特
別
企

画
﹁
新
聞
人
の
ま
な
ざ
し
─
上

野
有
竹
と
日
中
書
画
の
名
品

─
﹂
を
開
催
中
で
す
︵
２
０
２
１

年
2
月
2
日
〜
3
月
7
日
︶。

上
野
有
竹
氏
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
有
竹
︵
ま
た
は
有
竹

斎
︶
は
号
で
、
本
名
は
上
野
理

一
︵
１
８
４
８
〜
１
９
１
９
︶

と
い
い
、
朝
日
新
聞
創
業
者
の

一
人
で
す
。
朝
日
新
聞
と
言
え

ば
、
村
山
龍
平
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
収
蔵
展
示
す
る
神
戸
市
の

香
雪
美
術
館
︵
館
名
の
﹁
香
雪
﹂

は
村
山
の
号
︶
を
思
い
浮
か
べ

る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
村
山
龍
平
は
上
野
理
一
と

の
共
同
経
営
で
、
い
ず
れ
も
朝

日
新
聞
の
初
代
社
主
と
し
て
一

年
交
代
で
社
長
と
な
っ
た
の
で

す
。

　
明
治
初
年
以
来
、
我
が
国
の

古
美
術
品
が
海
外
に
流
出
す
る

の
を
憂
え
た
上
野
理
一
は
、
古

美
術
品
を
精
力
的
に
収
集
し
、

村
山
龍
平
と
と
も
に
美
術
雑

誌
﹃
国
華
﹄
を
創
刊
、
専
門
家

の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。
理

一
は
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、

１
８
９
５
年
か
ら
東
京
で
益
田

孝
を
中
心
に
大
師
会
と
い
う
茶

道
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
が
開
か

れ
た
の
に
対
し
、
関
西
で
も
大

阪
の
実
業
家
を
中
心
に
、
京
阪

神
の
同
好
者
が
十
八
会
と
い
う

茶
の
湯
の
社
交
組
織
を
つ
く
っ

て
茶
道
の
普
及
に
尽
く
し
ま
し

た
が
、
上
野
有
竹
も
そ
の
一
員

で
し
た
。
ま
た
篠
園
会
の
一
員

と
し
て
大
阪
茶
道
会
に
重
き
を

な
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
理
一
は
、
朝
日
新
聞

記
者
か
ら
京
大
教
授
に
転
じ

た
東
洋
史
学
の
大
家
で
あ
る

内
藤
湖
南
の
言
葉
を
き
っ
か
け

に
、
中
国
の
古
書
画
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
北
京

で
著
名
な
収
蔵
家
が
秘
蔵
す
る

古
書
画
を
数
多
く
見
て
回
っ
た

内
藤
湖
南
は
、
そ
れ
ま
で
日
本

に
渡
っ
て
き
て
い
た
中
国
の
古

書
画
が
﹁
格
調
の
高
い
正
統
な

も
の
で
は
な
い
﹂
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

中
国
で
は
辛
亥
革
命
が
お
こ

り
、
中
国
か
ら
貴
重
な
古
美
術

品
が
続
々
と
日
本
に
流
出
し
て

く
る
よ
う
に
な
る
と
、
理
一
は

湖
南
や
中
国
文
化
人
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
て
、
中
国
古
書
画
の

系
統
的
な
収
集
に
乗
り
出
し
ま

す
。
理
一
は
、
日
本
と
中
国
の

美
術
品
収
集
で
名
を
馳
せ
た
稀

代
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た

の
で
す
。
こ
う
し
て
書
聖
・
王

羲
之
の
草
書
を
今
に
伝
え
る
法

帖
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る

﹁
十
七
帖
︵
宋
拓
︶﹂
な
ど
、
中

国
書
画
の
正
統
に
連
な
る
作
品

群
等
か
ら
な
る
﹁
上
野
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
﹂が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

１
９
６
０ 

年
、
子
息
で
当
時

の
朝
日
新
聞
社
主
、
上
野
精
一

氏
が
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
京

都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
中

国
書
画
の
中
核
を
な
し
て
い
ま

す
。
そ
の 

10 

年
後
、
や
は
り

理
一
が
収
集
し
た
鎌
倉
初
期
の

代
表
的
な
仏
画
の
名
品
﹁
山
越

阿
弥
陀
図
﹂︵
国
宝
︶
を
売
却

し
、
そ
の
金
額
を
原
資
と
し
て

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団

が
発
足
し
ま
し
た
。
同
財
団
は

京
都
国
立
博
物
館
内
に
事
務
局

が
あ
り
、
仏
教
美
術
の
研
究
調

査
や
、
若
手
研
究
者
へ
の
助
成

を
事
業
の
柱
と
し
、
日
本
の
美

術
史
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
財
団
の
発

足
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
企
画
展
を

開
催
し
た
も
の
で
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司
　
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
︶

上野有竹と日中書画の名品

http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
https://www.hondag.com
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ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
19

日
、
州
保
健
局
の
メ
デ
ィ
ケ
ア
・

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｍ
Ｓ
︶
と
米
国
疾

病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ

Ｃ
︶
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、

22
日
か
ら
介
護
施
設
︵
ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー
ム
︶
の
居
住
者
へ
の

訪
問
を
許
可
す
る
と
発
表
。
訪

問
時
に
は
簡
易
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
入

居
者
に
は
州
保
険
局
が
無
料
で

簡
易
検
査
を
提
供
す
る
。

　
ま
た
、ク
オ
モ
知
事
は
同
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
の
店
内
飲
食
に
お

け
る
最
大
収
容
人
数
の
限
度
を

今
月
26
日
︵
金
︶
か
ら
現
行
の

25
％
か
ら
35
％
に
引
き
上
げ
る

と
し
た
。
今
月
14
日
に
は
、
飲

食
店
等
の
閉
店
時
間
を
午
後
11

時
ま
で
延
長
す
る
こ
と
も
発
表

し
て
い
る
。

店
内
で
飲
食

35
％
に
緩
和

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
の

理
事
会
は
18
日
、
同
局
が
運
営

す
る
橋
７
か
所
と
ト
ン
ネ
ル
２

か
所
の
通
行
料
金
値
上
げ
を
満

場
一
致
で
承
認
し
た
。 

　
値
上
げ
は
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
、
通
行
料
金
は
平
均
７
・

０
８
％
増
と
な
る
。
Ｅ-

Ｚ
パ

ス
利
用
の
場
合
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
・

ホ
ワ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
橋
、
ト
ラ

イ
ボ
ロ
ー
橋
、
ス
ロ
ッ
グ
ズ
・

ネ
ッ
ク
ス
橋
、
ヴ
ェ
ラ
ザ
ノ
橋
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
‐
バ
ッ
テ
リ
ー
・

ト
ン
ネ
ル
、
ク
イ
ー
ン
ズ
‐
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
・
ト
ン
ネ
ル
は
６

ド
ル
12
セ
ン
ト
か
ら
６
ド
ル
55

セ
ン
ト
に
、
同
パ
ス
無
し
の
場

合
は
９
ド
ル
50
セ
ン
ト
か
ら
10

ド
ル
17
セ
ン
ト
に
な
る
。
ア
ッ

パ
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ヘ
ン

リ
ー
・
ハ
ド
ソ
ン
橋
は
同
パ
ス

利
用
で
20
セ
ン
ト
増
、
そ
れ
以

外
は
50
セ
ン
ト
増
、
ク
イ
ー
ン

ズ
の
ク
ロ
ス
・
ベ
イ
橋
と
マ
リ

ン
・
パ
ー
ク
ウ
エ
ー
橋
は
同
パ

ス
利
用
で
16
セ
ン
ト
増
の
２
ド

ル
29
セ
ン
ト
、
そ
れ
以
外
は
24

セ
ン
ト
増
の
５
ド
ル
９
セ
ン
ト

と
な
る
。 

　
ク
イ
ー
ン
ズ
在
住
者
は
ク
ロ

ス
・
ベ
イ
橋
と
マ
リ
ン
・
パ
ー

ク
ウ
エ
ー
橋
、
ス
タ
テ
ン
島
在

住
者
は
ヴ
ェ
ラ
ザ
ノ
橋
の
定
期

月
間
料
金
の
割
引
も
あ
る
。
同

局
は
２
０
１
０
年
以
降
、
２
年

ご
と
に
同
通
行
料
金
の
値
上
げ

を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
期
は

財
政
難
と
利
用
者
数
の
減
少
を

理
由
に
実
施
を
延
期
し
て
い

た
。 

橋
と
ト
ン
ネ
ル
の
料
金 

４
月
１
日
か
ら
値
上
げ

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　
恒
例
の
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
１
年
秋
冬
が

今
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
行
わ

れ
た
。
シ
ョ
ー
は
こ
れ
ま
で
よ

り
多
い
１
１
５
本
と
な
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
約
70
％
は
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

で
行
わ
れ
た
。

　
日
本
か
ら
は
、
若
手
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
養
成
す
る
バ
ン
タ
ン

︵
石
川
巳
取
締
役
会
長
︶
と
パ

ル
コ
︵
溝
口
岳
執
行
役
員
︶
の

共
同
企
画
、
ア
ジ
ア
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︵
Ａ

Ｆ
Ｃ
︶
の
シ
ョ
ー
が
16
日
夜
、

ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
都
内
の
高
層
ガ

レ
ー
ジ
に
設
定
し
、
日
本
か
ら

３
人
、
韓
国
と
台
湾
か
ら
１
人

づ
つ
選
抜
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
各
々
10
点
前
後
の
作
品
を
披

露
し
た
。

　
シ
ョ
ー
は
ブ
ラ
ン
ド
名
﹁
カ

オ
イ
ズ
ム
﹂
の
冨
山
華
緒
さ

ん
︵
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
東
京
校
︶
の
作
品
で
始
ま
っ

た
。
富
山
さ
ん
は
﹁
ス
ト
ー
リ

ー
性
を
１
ル
ッ
ク
ず
つ
に
込
め

て
物
語
の
主
人
公
に
な
っ
た
よ

う
な
気
分
の
心
躍
る
デ
ザ
イ
ン

と
、ス
ト
ー
リ
ー
性
を
込
め
た
。

色
・
柄
・
素
材
感
を
限
定
し
す

ぎ
な
い
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ

た
バ
ラ
ン
ス
を
追
求
し
た
﹂
と

説
明
し
た
。﹁
ヨ
ン
ロ
ク
サ
ン
﹂

ブ
ラ
ン
ド
の
新
國
あ
お
い
さ
ん

︵
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

大
阪
校
︶
は
﹁
ウ
ィ
ッ
ト
に
富

ん
だ
楽
し
い
も
の
﹂
が
焦
点
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
名
﹁
ダ
イ
ア

メ
ン
ト
カ
ラ
ー
﹂
の
小
口
大
輔

さ
ん
︵
東
京
モ
ー
ド
学
園
卒

業
︶
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
テ
ー
マ

は
﹁
時
代
と
衣
服
と
価
値
観
の

重
量
の
変
化
︵M

igration

︶﹂。

韓
国
か
ら
は
ハ
ン
・
ニ
ュ
ー
マ

ン
さ
ん
、
台
湾
か
ら
は
ガ
オ
・ 

ユ
ァ
ン
ロ
ー
ン
さ
ん
が
参
加
し

た
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル
で
シ
ョ
ー
を
行

う
こ
と
の
難
点
・
利
点
に
つ
い

て
、
パ
ル
コ
の
溝
口
執
行
役
員

は
﹁
リ
ア
ル
な
お
客
様
の
反
応

が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
や
そ
の

喜
び
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ス
タ
ッ

フ
と
分
か
ち
あ
え
な
い
こ
と
は

残
念
だ
が
、
心
に
響
い
た
人
に

は
何
度
で
も
視
聴
頂
け
る
こ
と

は
利
点
だ
と
思
う
。
シ
ョ
ー
を

見
た
人
の
評
判
を
聞
い
て
、
興

味
を
持
っ
て
映
像
を
見
る
人
が

増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
﹂
と
語
っ
た
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

NYファッション週間

日本から AFC
バーチャルで披露

ソ
ー
ホ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト

リ
ー
ト
に
最
初
の
ス
タ
ジ
オ
を

構
え
、
80
年
代
初
期
に
は
、
出

会
っ
た
画
家
ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ

ル
・
バ
ス
キ
ア
と
共
に
ク
ロ
ス

ビ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
ス
タ
ジ

オ
で
製
作
活
動
を
始
め
る
。・ 

　
チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
像
は
、

89
年
10
月
の
株
式
大
暴
落
﹁
ブ

ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
﹂
の
2
か

月
後
の
12
月
に
ブ
ロ
ー
ド
と
ウ

ォ
ー
ル
街
間
に
突
如
現
れ
た
。

米
国
の
パ
ワ
ー
を
伝
え
た
い
と

制
作
し
た
重
さ
３
・
５
ト
ン
同

作
品
を
モ
デ
ィ
カ
氏
と
同
僚
た

ち
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
へ
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
、
巡
回
中
の
警
備
員
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
ゲ
リ
ラ
的
に

真
夜
中
に
運
ん
だ
と
い
う
。
当

初
、
同
像
は
金
融
街
で
は
不
評

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
現
在
の

ボ
ー
リ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
そ
ば

の
ロ
ウ
ア
ー
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
に
移
動
さ
れ
、
同
地
区
の
観

光
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
金
融
街
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
雄
牛
の
チ
ャ
ー

ジ
ン
グ
・
ブ
ル
像
の
作
者
で
彫

刻
家
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
デ
ィ
・

モ
デ
ィ
カ
氏
が
19
日
、
生
ま
れ

故
郷
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
シ
シ

リ
ー
島
で
死
去
し
た
。
80
歳
だ

っ
た
。 

　
１
９
４
１
年
に
生
ま
れ
た
モ

デ
ィ
カ
氏
は
、
１
９
７
０
年
に

金
融
街
の
象
徴
残
し
た
彫
刻
家
死
す

モディカ氏

天
皇
陛
下
誕
生
日
を
祝
う

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
公
邸
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

猛
牛
像
チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
・
ブ
ル

彫
刻
の
前
で
記
念
撮
影
す
る
観
光
客
︵
23
日
昼
、藤
澤
希
世
紀
撮
影
︶

　
Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

の
会
︵
Ｊ
Ｗ
Ｂ)

は
19
日
夜
、

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
津
山
恵

子
さ
ん
を
講
師
に
招
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領

と
黒
人
女
性
初
の
カ
マ
ラ
・
ハ

リ
ス
副
大
統
領
は
、
ど
の
よ
う

な
変
化
を
米
国
や
世
界
に
も
た

ら
す
の
か
主
要
政
策
を
解
説
し

た
。
政
権
発
足
後
１
０
０
日
間

の
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
間
に
打
ち
出

さ
れ
た
パ
リ
協
定
復
帰
や
人
権

問
題
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

経
済
刺
激
策
、
ワ
ク
チ
ン
対
策

を
紹
介
し
な
が
ら
米
国
社
会
の

深
刻
な
﹁
分
断
﹂
を
﹁
デ
ィ
ス

ト
ピ
ア
２
０
２
１
の
幕
開
け
﹂

だ
と
し
た
。デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
は
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
正
反
対
の
社
会

を
意
味
す
る
。
当
日
は
日
米
合

わ
せ
約
90
人
が
聴
講
し
た
。

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
幕
開
け

津
山
さ
ん
Ｊ
Ｗ
Ｂ
で
講
演

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公
邸

で
23
日
夕
、
天
皇
陛
下
の
61
歳

の
誕
生
日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
入

場
制
限
の
対
面
式
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
両
方
で
同
時
配
信
さ
れ

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
招
待
さ
れ
た

約
３
５
０
人
が
視
聴
し
て
天
皇

陛
下
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
。
オ

ペ
ラ
歌
手
の
田
村
麻
子
に
よ
る

日
米
国
歌
斉
唱
に
続
き
、
山
野

内
勘
二
大
使
が
挨
拶
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
で
も
嵐
の
後
に
虹

が
掛
か
る
よ
う
に
必
ず
困
難
は

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目

で
改
め
て
日
米
の
絆
と
同
盟
関

係
、
友
情
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　
来
賓
と
し
て
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
元
駐
日
大
使
が

何
世
代
に
も
わ
た
る
自
由
と
民

主
主
義
と
い
う
共
通
の
価
値
観

に
基
づ
く
日
米
関
係
に
触
れ
な

が
ら
天
皇
陛
下
の
誕
生
日
の
祝

辞
を
述
べ
た
。
ス
ー
ザ
ン
大
沼

日
系
人
会
会
長
が
、
天
皇
陛
下

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
ご
訪
問
さ

れ
た
時
に
過
去
２
回
謁
見
し
た

時
の
様
子
を
話
し
た
。

　
続
い
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間

中
の
日
系
医
療
へ
の
貢
献
を
顕

彰
し
て
本
間
俊
一
米
国
日
本
人

医
師
会
会
長
、
医
療
従
事
者
と

高
齢
者
へ
の
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
貢
献
し
た
と
し
て
高
岡
英

則
日
本
ク
ラ
ブ
会
長
、
ス
ー
ザ

ン
大
沼
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長

に
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

の
犯
罪
撲
滅
に
日
夜
立
ち
向
か

う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
で
日
系
人
と
し
て
最

高
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い
て
い

る
第
24
分
署
責
任
者
の
ヤ
グ

チ
・
ナ
オ
キ
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
贈
ら
れ
、
山
野
内
大
使

か
ら
手
渡
さ
れ
た
。
会
場
で
は

そ
れ
そ
れ
の
日
系
団
体
が
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
に
取
り
組
ん

だ
社
会
貢
献
活
動
を
ま
と
め
て

編
集
し
た
動
画
が
上
映
さ
れ
来

場
者
か
ら
拍
手
が
沸
い
た
。

　
天
皇
陛
下
の
写
真
は
会
場
に

飾
ら
れ
た
が
、
映
像
で
は
一
度

も
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
同
総
領
事
館
に
よ
る

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
天
皇
誕
生

日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
初
披
露
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、﹁
御
真
影

は
非
常
に
大
切
な
も
の
な
の
で

慎
重
に
扱
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
公
開
は
控
え
た
﹂
と
い
う
。

天
皇
陛
下
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

祝
辞
を
述
べ
る
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
元
駐
日
大
使
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米
国
南
東
部
で
は
今
月
15
日

か
ら
18
日
に
か
け
て
大
寒
波
が

押
し
寄
せ
、
各
州
大
規
模
な
停

電
な
ど
が
起
き
た
。
テ
キ
サ
ス

州
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
総
領

事
館
に
よ
る
と
今
回
の
寒
波
や

停
電
の
関
連
で
、
在
留
邦
人
か

ら
の
相
談
や
支
援
要
請
な
ど
に

つ
い
て
の
連
絡
は
な
か
っ
た
が
　

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
内
で
は
日
本

企
業
駐
在
員
が
居
住
す
る
ア
パ

ー
ト
で
も
15
日
未
明
か
ら
停
電

が
続
き
、
寒
波
の
影
響
と
み
ら

れ
る
漏
水
で
床
が
水
浸
し
に
な

る
な
ど
の
被
害
が
出
た
。
最
大

４
日
間
の
停
電
と
な
っ
た
。

　
テ
キ
サ
ス
州
の
日
系
企
業
は

４
３
６
社
︵
２
０
１
９
年
10
月

現
在
︶
で
、
在
留
邦
人
数
は

１
万
１
５
４
０
人
︵
同
︶。

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
19
日
、
寒
波
の

影
響
で
南
部
や
中
西
部
の
完
成

車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
生
産
一

時
停
止
に
な
っ
た
と
同
機
構
の

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
で
報
じ
た
。
ア

ト
ラ
ン
タ
事
務
所
の
石
田
励
示

さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
中

旬
に
米
国
を
襲
っ
た
猛
烈
な
寒

波
と
そ
れ
に
伴
う
停
電
、
天
然

ガ
ス
の
供
給
不
足
は
、
南
部
や

中
西
部
の
完
成
車
メ
ー
カ
ー
の

工
場
の
生
産
活
動
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
た
。

　
日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
お

い
て
は
、
日
産
は
15
日
・
16
日

に
テ
ネ
シ
ー
州
お
よ
び
ミ
シ
シ

ッ
ピ
州
の
４
つ
の
工
場
で
の
生

産
を
一
時
停
止
し
、
ト
ヨ
タ
は

16
日
に
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
、
テ
キ
サ
ス
、
ミ
シ

南東部に大寒波
テ
キ
サ
ス
大
停
電

日
系
企
業
も
影
響

寒波の中、徒歩で飲料水や食料を運ぶ市民（Photo courtecey Rolling Stone.com）

　
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
知
事
は
15
日
、

市
内
のC

O
V

ID

陽
性
率
低
下

傾
向
に
よ
り
22
日
か
ら
地
下
鉄

の
運
行
を
午
前
２
時
ま
で
延
長

す
る
と
発
表
し
た
。
午
前
１
時

か
ら
5
時
ま
で
の
深
夜
運
行
停

止
中
に
車
内
の
消
毒
・
殺
菌
作

業
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
後
は

午
前
２
時
か
ら
４
時
ま
で
と
な

る
。

　
ク
オ
モ
知
事
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
の
努
力
の
甲
斐
が
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
と
入
院
の
数
値
が
低
下
し

続
け
て
い
る
。
こ
れ
で
経
済
の

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
再
開
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
し
、

﹁
飲
食
店
の
営
業
時
間
の
拡
大

や
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
再

開
に
伴
い
、
従
業
員
と
客
の
両

者
が
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
応
じ
て
都
市
交
通
局

︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
が
消
毒
作
業
を
維

持
し
な
が
ら
交
通
機
関
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
地
下
鉄
夜
間
運

行
を
拡
大
す
る
﹂
と
述
べ
た
。

夜
間
の
地
下
鉄

深
夜
午
前
２
時
ま
で
運
行

　
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
17
日
、
多
発
す
る
公

共
交
通
機
関
で
の
事
件
を
受
け

て
市
内
の
地
下
鉄
・
バ
ス
を
利

用
す
る
際
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
在
留
邦
人
に
向
け
て
注
意
を

促
し
た
。

　
注
意
事
項
は
次
の
通
り
。
地

下
鉄
を
利
用
す
る
際
は
、
駅
員

が
24
時
間
常
駐
し
て
い
る
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
ト
が
点
灯
さ
れ
て
い

る
入
口
を
使
用
す
る
。
列
車
を

待
つ
時
は
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
は

駅
員
の
ブ
ー
ス
か
ら
見
え
る
位

置
の
﹁
待
機
エ
リ
ア
﹂
で
電
車

を
待
つ
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
端

の
線
路
際
を
歩
い
た
り
線
路
際

に
立
つ
の
を
避
け
、
で
き
る
だ

け
壁
に
近
い
と
こ
ろ
で
待
つ
。

人
気
の
な
い
車
両
に
乗
車
し
な

い
。
オ
フ
ピ
ー
ク
時
は
車
掌
の

い
る
車
両
に
乗
車
す
る
。
可
能

で
あ
れ
ば
、
常
時
、
運
転
手
や

車
掌
の
い
る
車
両
に
乗
車
す

る
。
車
内
や
ホ
ー
ム
で
は
居
眠

り
せ
ず
周
囲
に
注
意
を
払
い
、

他
の
乗
客
と
一
緒
に
降
車
す

る
。
地
下
鉄
や
バ
ス
に
乗
車
す

る
際
、
背
後
に
誰
が
来
て
い
る

の
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
の
使
用
は
避
け
る
。
地

下
鉄
出
入
口
に
つ
い
て
は
、
人

の
出
入
り
が
多
い
出
入
口
を
使

用
す
る
。
　

　
ま
た
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の

地
下
鉄
や
バ
ス
な
ど
、
混
雑
し

た
状
況
で
は
ス
リ
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
特
に
バ
ッ
グ
に

気
を
付
け
る
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク

の
外
側
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
ズ
ボ
ン

の
後
ろ
ポ
ケ
ッ
ト
に
財
布
を
入

れ
て
持
ち
歩
か
な
い
。 

車
両

の
中
央
の
座
席
に
座
る
。
ひ
っ

た
く
り
を
避
け
る
た
め
に
ド
ア

付
近
の
座
席
に
座
ら
な
い
。
バ

ス
で
は
前
方
に
座
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
常
に
警
戒
を
怠
ら
ず

周
囲
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
重

要
で
不
審
な
場
所
や
人
物
で
あ

る
と
感
じ
た
ら
速
や
か
に
そ
の

場
か
ら
立
ち
去
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。

シ
ッ
ピ
、
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ

ア
各
州
の
５
つ
の
工
場
で
生
産

を
一
時
停
止
し
た
。
ホ
ン
ダ
も

ア
ラ
バ
マ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
オ
ハ
イ
オ
各
州

の
４
つ
の
工
場
で
15
日
の
夜
間

シ
フ
ト
と
16
日
の
午
前
中
シ
フ

ト
を
停
止
し
た
ほ
か
、
ス
バ
ル

も
16
日
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の

工
場
で
シ
フ
ト
の
一
部
を
停
止

し
た
と
報
告
。

　
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
事
務

所
か
ら
は
16
日
付
け
で
桜
内
政

大
さ
ん
が
テ
キ
サ
ス
州
の
寒
波

に
よ
る
大
規
模
停
電
の
様
子
を

レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
15
日
午
前
１
時
過
ぎ
か

ら
、
氷
点
下
の
猛
烈
な
寒
波
の

影
響
で
３
８
０
万
件
以
上
の
大

規
模
停
電
が
発
生
。
寒
波
の
影

響
で
発
電
所
施
設
の
稼
働
が
止

ま
る
一
方
、
暖
房
需
要
が
急
増

し
た
こ
と
が
影
響
し
た
。
テ
キ

サ
ス
州
内
の
９
割
の
電
力
系
統

運
用
を
行
う
機
関
ア
ー
コ
ッ

ト
︵
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
︶
は
、
州
内

風
力
発
電
所
の
タ
ー
ビ
ン
の
凍

結
、
火
力
発
電
所
へ
の
ガ
ス
供

給
の
滞
り
が
発
電
能
力
を
低
下

さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
　

　
50
年
以
上
に
わ
た
る
キ
ャ
リ

ア
で
ジ
ャ
ズ
の
領
域
を
広
げ
た

キ
ー
ボ
ー
ド
の
巨
匠
、
チ
ッ

ク
・
コ
リ
ア
さ
ん
が
２
月
９
日
、

フ
ロ
リ
ダ
州
タ
ン
パ
の
自
宅
で

希
少
が
ん
の
た
め
に
亡
く
な
っ

た
。
79
歳
だ
っ
た
。

　
コ
リ
ア
さ
ん
は
１
９
４
１

年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
チ

ェ
ル
シ
ー
生
ま
れ
。
60
年
代
か

ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
マ
イ
ル

ス
・
デ
イ
ビ
ス
ら
と
活
動
を
共

に
し
、
ボ
サ
ノ
バ
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
も
取
り
入
れ
た
幅
広
い
楽
曲

を
演
奏
。
ま
た
日
本
人
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
上
原
ひ
ろ
み
と
日
本
武

道
館
で
共
演
す
る
な
ど
、
晩
年

ま
で
活
躍
し
た
。
２
０
０
６
年

に
米
ジ
ャ
ズ
界
最
高
の
栄
誉
と

さ
れ
る
国
立
芸
術
基
金
︵
Ｎ
Ｅ

Ａ
︶
ジ
ャ
ズ
マ
ス
タ
ー
ズ
賞
を

受
賞
。
多
作
で
知
ら
れ
、
グ
ラ

ミ
ー
賞
は
今
年
３
月
の
発
表
分

も
含
め
67
回
ノ
ミ
ネ
ー
ト
、
23

回
受
賞
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ａ
は
コ
リ

ア
を
﹁
ハ
ー
ビ
ー
・
ハ
ン
コ
ッ

ク
や
キ
ー
ス
・
ジ
ャ
レ
ッ
ト
と

並
ぶ
卓
越
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

一
人
﹂
と
評
し
て
い
る
。﹁
リ

タ
ー
ン
・
ト
ゥ
・
フ
ォ
ー
エ
ヴ

ァ
ー
﹂　︵
１
９
７
２
年
︶
は
名

盤
。
コ
リ
ア
さ
ん
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
は
生
前
に
残
し
た
﹁
音

楽
の
炎
を
燃
や
し
続
け
る
旅
路

を
支
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人

に
感
謝
し
ま
す
﹂
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
逝
く

名
盤
は
永
遠
に
帰
ら
ず

地
下
鉄
と
バ
ス
危
険

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
注
意
喚
起

　
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
18

日
、
寒
波
に
よ
る
悪
天
候
で

C
O

V
ID

ワ
ク
チ
ン
の
配
達
が

遅
れ
て
い
る
と
発
表
し
た
。
市

内
や
郊
外
で
は
今
月
雪
の
日
が

多
く
、
18
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
も
数
イ
ン
チ
の
積
雪
が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
到
着
予
定
だ

っ
た
ワ
ク
チ
ン
が
21
日
以
降
に

な
る
見
込
み
だ
と
い
う
。
こ
れ

ま
で
市
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
１
４
０
万
回
行
わ
れ
て
お

り
、
18
日
の
コ
ロ
ナ
検
査
陽
性

率
は
３
・
15
％
と
昨
年
11
月
下

旬
以
降
で
最
も
低
い
数
値
を
記

録
し
て
い
る
。

寒
波
で
ワ
ク
チ
ン

Ｎ
Ｙ
配
達
に
遅
れ

　
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
17

日
、
遊
園
地
な
ど
の
屋
外
娯
楽

施
設
︵
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ

ー
ク
︶
の
再
開
を
４
月
９
日

︵
金
︶
か
ら
、
入
場
者
数
33
％

の
制
限
で
許
可
す
る
と
発
表
し

た
。
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

屋
内
施
設
は
入
場
者
数
25
％
に

制
限
し
て
、
３
月
26
日
︵
金
︶

に
再
開
す
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
が
難
し
い

と
判
断
さ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
運
営
は
引
き
続
き
禁
止
す

る
。
入
場
時
に
は
マ
ス
ク
着
用

と
検
温
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
遊
園

地
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
は
﹁
遊

園
地
の
運
営
再
開
は
素
晴
ら
し

い
ニ
ュ
ー
ス
だ
﹂
と
し
つ
つ

も
、﹁
１
年
間
の
閉
鎖
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
失
は
１
億
ド
ル
以

上
。
地
元
の
企
業
は
倒
産
し
多

く
の
雇
用
が
喪
失
し
た
。
今
後

も
政
府
に
よ
る
救
済
を
求
め
続

け
る
﹂と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
も
６
月
か
ら

再
開
さ
れ
る
見
通
し
。

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
知

事
は
22
日
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

中
で
も
可
能
な
限
り
多
く
の
経

済
を
再
開
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
の
映
画
館
は
、
3

月
5
日
に
収
容
人
数
の
25
％
、

最
大
50
人
ま
で
の
入
場
で
映
画

上
映
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

映
画
館
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
お

よ
び
社
会
的
距
離
を
維
持
し
、

そ
の
他
の
安
全
基
準
に
関
す
る

保
健
省
の
推
奨
事
項
に
準
拠
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
３
月

中
旬
ま
で
に
、
市
は
定
員
10
％

で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
参

加
、
最
大
１
５
０
人
で
結
婚
披

露
宴
開
催
が
可
能
と
さ
れ
た
。

映
画
館
入
場
制
限
で

３
月
５
日
か
ら
上
映

遊
園
地
オ
ー
プ
ン
へ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
も
可

http://www.nyseikatsu.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.oishinbo-ny.com/
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形
式
や
内
容
が
法
律
的
に
不

備
な
遺
言
は
、
次
の
通
り
無
効

と
さ
れ
ま
す
。

●
　
遺
言
能
力
を
欠
く
者
の
遺

言満
15
歳
に
達
し
な
い
者
の
遺
言

は
、
当
然
に
無
効
で
す
。

●
　
形
式
面
で
不
備
の
あ
る
遺

言

民
法
に
規
定
さ
れ
た
遺
言
方
式

に
準
じ
て
作
ら
れ
て
い
な
い
場

合
、
無
効
に
な
り
ま
す
。
口
頭

に
よ
る
も
の
や
テ
ー
プ
に
収
録

し
て
あ
る
も
の
は
一
切
法
的
効

力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
労
し
て

書
い
た
遺
言
も
日
付
や
印
が
な

い
も
の
や
、
訂
正
や
加
除
の
方

法
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
無

796

クイック USA ワ
ク
チ
ン
接
種
を
強
制
し
ま
す
か
？

日
本
の
相
続
㉚ 

無
効
な
遺
言

　
60
％
、
39
％
、
21
％
。
そ
れ

ぞ
れ
何
の
数
字
だ
ろ
う
か
？

w
w

w
.pew

research.org

が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

60
％
の
ア
メ
リ
カ
に
住
む
人
は

C
O

V
ID

-19

の
ワ
ク
チ
ン
を

絶
対
打
つ
、
あ
る
い
は
恐
ら
く

打
つ
と
回
答
し
て
い
る
。
39
％

は
ワ
ク
チ
ン
は
打
た
な
い
と
回

答
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
21
％

は
も
っ
と
詳
細
の
情
報
が
そ
ろ

わ
な
い
限
り
、
自
分
の
ワ
ク
チ

ン
に
対
す
る
態
度
は
変
わ
ら
な

い
と
回
答
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
12
月
16
日
に

下
記
の
動
画
で
配
信
し
た
よ

う
に
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ(E

qual E
m

-
ploy

m
en

t O
pportu

n
ity 

C
om

m
ission)

は
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
従
業
員
に
強
制
す
る
こ

と
は
可
能
と
発
表
し
て
い
る
。 

h
ttps://w

w
w

.y
ou

tu
be.

com
/w

atch
?v

=IZ
ce2

w
ZN

hJs

　
企
業
と
し
て
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
ポ
リ
シ
ー
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
決
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

な
っ
て
き
た
。
恐
ら
く
企
業
が

と
る
べ
き
選
択
肢
は
大
き
く
分

け
て
次
の
3
つ
が
考
え
ら
れ

る
。

︵
１
︶
職
場
で
仕
事
を
す
る
場

合
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
義
務

化︵２
︶
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
奨
励

︵
３
︶
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情

報
提
供
に
留
め
る

従
業
員
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き

か
？

︵
１
︶
職
場
で
仕
事
を
す
る
場

合
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
義
務

化　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
義
務
と
す

る
場
合
は
、
従
業
員
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
下
記
の

よ
う
な
言
葉
を
使
う
べ
き
だ

ろ

う
。M

ust

、R
equired

、

N
ecessary

。
例
え
ば
、B

e-
fore returning the office, 
you m

ust provide proof 
of vaccination to H

R
.

︵
２
︶
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
奨
励

　
奨
励
を
す
る
場
合
は
、
次

の
よ
う
な
言
葉
を
使
う
べ
き

だ
ろ
う
。C

are

、C
oncern

、

C
om

m
u

n
ity

、F
am

ily

。

例
え
ば
、G

ive im
m

unity a 
shot! T

ake care of your-
self and your loved ones 
by getting vaccinated. 

と

い
う
よ
う
な
案
内
が
出
来
る
。

︵
3
︶
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情

報
提
供
に
留
め
る

　
従
業
員
を
教
育
す
る
と
い

う
こ
と
に
留
め
る
場
合
は
、

ま
ず
次
の
言
葉
使
わ
な
い

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。M

ust

、

R
equ

ired

、N
ecessary

、

M
andatory

。
例
え
ば
、
情

報
と
し
て
提
供
す
る
に
は
次
の

よ
う
な
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。C

urrently, 
the U

.S. F
ood and D

rug 
A

d
m

in
istra

tio
n

 h
a

s 
P

rov
id

ed
 em

erg
en

cy 
au

th
orization

 to th
ree 

different C
O

V
ID

-19 vac-
cines. A

ll but one of the 
C

O
V

ID
-19 vaccines that 

are currently in Phase 3 
clinical trials in the U

.S. 
use tw

o shots.

︵Philosophy LLC  
President

　
山
口 
憲
和
氏
︶

効
で
す
。

●
　
内
容
が
実
行
不
可
能
や

特
定
不
可
能
な
遺
言

例
え
ば
、
現
実
に
は
存
在
し
な

い
も
の
を
遺
贈
す
る
旨
の
遺

言
な
ど
。
遺
言
の
目
的
物
が
具

体
的
に
記
載
さ
て
い
な
い
も

の
や
内
容
が
単
一
で
明
確
で

な
い
も
の
、
誤
解
を
生
じ
る
余

地
の
あ
る
も
の
は
無
効
に
な

り
ま
す
。

●
　
詐
欺
や
脅
迫
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
遺
言

　
だ
ま
さ
れ
て
、
も
し
く
は
脅

か
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た
疑
い

の
あ
る
遺
言
は
無
効
で
す
。

●
　
変
造
・
捏
造
さ
れ
た
遺
言

自
筆
証
書
遺
言
に
起
こ
る
問

題
で
す
。
公
正
証
書
遺
言
な
ら

ば
変
造
・
捏
造
の
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
　
公
序
良
俗
に
反
す
る
遺

言
、
錯
誤
に
基
づ
く
遺
言

犯
罪
行
為
や
違
反
行
為
に
つ

な
が
る
場
合
、
そ
の
記
述
が
無

効
に
な
り
ま
す
。
内
容
の
重
要

部
分
に
重
大
な
勘
違
い
が
あ

っ
た
場
合
、
そ
の
部
分
が
無
効

に
な
り
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

 　 日本でも新型コロナに対する切り札として、ワクチン接種が始まりました。 先
行するアメリカでは、接種を希望する人が多すぎて予約できない状況が続く一方で、
Vaccine Hesitancy（ワクチンへのためらい）現象が問題になっています。　
　元々、アメリカには Anti ー vaxxer と称されるカルト的なワクチン反対論者が

います。彼らは、様々なワクチンは自閉症などの原因となるという、科学的根拠がない説を信じてい
ます。　加えて、今回ウイルスの遺伝情報を使った新しい「mRNA ワクチン」が、未曾有のスピー
ドで開発されたゆえに、安全性に不安を覚え、ためらう人々がいるのでしょう。　特に黒人の間で、
Vaccine Hesitancy は顕著だと言われます。　過去に非倫理的な人体実験の対象になったり、現在で
も十分な医学の恩恵を受けられない黒人層の一部には、新ワクチンには強い不信感があると調査は示
しています。
　ワクチンには一人ひとりの健康を確保するだけではなく、社会全体が集団免疫（Herd Immunity)
を得るという効果があります。集団免疫を達成するには、人口の７割位が感染またはワクチン接種す
ることが必要と言われており、Vaccine Hesitancy は大きな問題です。　ワクチンを皆が容易に受け
られる仕組みを整えると同時に、安全性を確立し Vaccine Hesitancy を軽減することが、対策の重要
な柱であると言えるでしょう。                                             ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 米 語
Watch

 【197】

 Vaccine Hesitancy ワクチンへのためらい

　
ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
3
月
15

日
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
︶
を
つ
く
る
た
め

の
最
も
基
本
的
な
言
語
で
あ
る

お
得
な
割
引
き
プ
ラ
ン
も
る
。

　
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
超
入
門

コ
ー
ス
は
3
月
15
日
︵
月
︶
か

ら
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
初
級
コ
ー
ス
は

18
日
︵
木
︶
か
ら
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

中
級
コ
ー
ス
は
22
日
︵
月
︶
か

ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
初
級
コ
ー
ス
は
25

日
︵
木
︶
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
中
級

コ
ー
ス
は
29
日
︵
月
︶
か
ら
。

各
コ
ー
ス
と
も
に
１
回
60
分
、

全
4
回
。

　
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.919usa.com

/j/top
icD

isplay
.aspx

?tid=577

を
参
照
す
る
。

37

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
コ
ー
ス
を
開
講
す
る
。
こ

の
２
つ
の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
で

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
づ
く
り
の
基
礎

が
学
べ
る
。
講
師
は
長
年
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
て
い
る

V
illagew

ell LLC

の

村

井

氏
。
ま
と
め
て
申
し
込
む
と
、

　
日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
は
５

月
31
日
ま
で
の
国
際
線
運
航
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
し
た
。
臨

時
便
を
除
く
米
国
本
土
路
線

は
、
３
月
と
同
じ
運
航
曜
日
で

４
月
・
５
月
も
運
航
す
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
便
は
羽
田
行
き

︵
Ｊ
Ｌ
５
／
Ｊ
Ｌ
６
︶
が
月
・

火
・
木
・
土
曜
の
週
４
日
、
成

田
行
き
︵
Ｊ
Ｌ
８
０
０
５
／
Ｊ

Ｌ
８
０
０
６
︶
が
火
・
金
・
日

曜
の
週
３
日
。
そ
の
ほ
か
の
北

米
路
線
は
、
ボ
ス
ト
ン
、
シ
カ

ゴ
、
ダ
ラ
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
、
シ
ア
ト
ル
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
便
を
運
航
す
る
。

　
ま
た
、
国
際
線
の
利
用
者
を

対
象
に
渡
航
時
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
無
料
補

償
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
﹁
Ｊ
Ａ

Ｌ
コ
ロ
ナ
カ
バ
ー
﹂
を
今
年
６

月
30
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
提

供
し
て
い
る
。
ア
リ
ア
ン
ス
・

ト
ラ
ベ
ル
と
提
携
し
た
、
コ
ロ

ナ
陽
性
判
定
時
の
医
療
費
、
検

査
費
、
隔
離
費
用
が
補
償
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
。
24
時
間
無
休
で

日
本
語
と
英
語
で
相
談
が
で
き

る
窓
口
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
旅
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
　

　
最
新
の
運
航
計
画
・
コ
ロ
ナ

カ
バ
ー
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.jal.co.jp

を
参
照
。

コロナ禍の旅

サポートします。
JALが「コロナカバー」補償

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
成

言
語
入
門
講
座

楽しい
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Brooklyn

 

デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

 

﹁V
A

N
 SIST

E
R

S

﹂

は
、

た
し
か
試
作
の
段
階
で
﹁
ボ

ツ
﹂
に
な
っ
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
う
ま
く
い
け
ば
面

白
い
ネ
タ
だ
っ
た
。
ブ
レ
ザ

ー
、シ
ャ
ツ
は
﹁
男
合
わ
せ
︵
ボ

タ
ン
が
右
胸
に
つ
く
︶﹂
で
仕

立
て
、
ス
カ
ー
ト
は
最
初
か

ら
手
を
出
さ
な
か
っ
た
。

　

初

仕

事

は

失

敗

に

終

わ

っ

た
。

と

思

っ

た

ら

す

ぐ

に
﹁V

A
N

 
B

R
O

T
H

E
R

S

﹂

が

始

ま

っ
た
。

　
Ｖ
Ａ
Ｎ
ジ
ュ
ニ
ア
向
け
ブ

ラ
ン
ド
で
、
商
品
構
成
は
Ｖ

Ａ
Ｎ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
サ
イ

ズ
的
に
﹁
Ｓ
﹂﹁
Ｓ
Ｓ
﹂
を
つ

く
れ
ば
よ
か
っ
た
。
大
々
的

に
売
り
出
し
は
し
な
か
っ
た

が
評
判
は
良
か
っ
た
。

　
小
さ
な

ア
イ
ビ
ー
・

ブ
レ
ザ
ー

や
ダ
ッ
フ

ル
・

コ

ー

ト
は
見
た

目
も
か
わ

い

く
、

よ

く
売
れ
た
。

う
ち
の
子
ど
も
た
ち
も
﹁
七
・

五
・
三
﹂
に
﹁
Ｖ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
﹂

を
着
せ
た
。
問
題
は
な
か
っ

た
訳
で
は
な
い
。
ブ
レ
ザ
ー
・

ボ
タ
ン
が
大
人
用
だ
と
大
き

く
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
、

別
注
で
ボ
タ
ン
を
つ
く
っ
た
。
　

  

﹁V
A

N
 B

R
O

S

﹂
は
そ
の

後
、も
ひ
と
つ
小
さ
な
﹁V

A
N

 
M

IN
I

﹂
へ
受
け
継
が
れ
る
。

︵
お
わ
り
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　
ア
メ
リ
カ
で
初
と
な
る
ベ
ト

ナ
ム
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ヒ
ー
豆

の
輸
入
・
販
売
業
者
で
、
ベ
ト

ナ
ム
で
栽
培
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
焙
煎
し
て

い
る
﹁
グ
エ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
・

サ
プ
ラ
イ
﹂。
創
業
者
は
ベ
ト

ナ
ム
移
民
の
両
親
を
持
つ
ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
サ
ラ
・
グ
エ
ン
さ
ん
。

　
ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
ヒ
ー
は
酸
味

が
少
な
く
な
め
ら
か
な
口
当
た

り
だ
が
苦
味
が
強
く
、
独
特
の

風
味
を
持
っ
て
い
る
の
が
特

徴
。
基
本
商
品
は
、
フ
ル
ー
テ

ィ
で
軽
め
の
﹁M

oxy

﹂、
カ

フ
ェ
イ
ン
が
通
常
の
２
倍
だ
が

苦
味
の
少
な
い
﹁Loyalty

﹂、

同
じ
く
カ
フ
ェ
イ
ン
２
倍
で
ガ

ツ
ン
と
く
る
濃
い
味
が
好
き

な
人
の
た
め
の
﹁T

ruegrit

﹂

の
３
種
類
︵
12
オ
ン
ス
袋
14
ド

ル
〜
︶。
ま
た
グ
エ
ン
コ
ー
ヒ

ー
の
ロ
ゴ
入
り
で
、
中
蓋
で
抑

え
る
タ
イ
プ
の
ベ
ト
ナ
ム
式
コ

ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー
も
販
売
し

て
い
る
。
普
通
に
ド
リ
ッ
プ
し

て
も
濃
く
て
美
味
し
い
が
、
ベ

ト
ナ
ム
式
ド
リ
ッ
パ
ー
を
使
っ

て
練
乳
を
混
ぜ
れ
ば
本
格
的
な

ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
ヒ
ー
が
自
宅
で

楽
し
め
る
。

Nguyen Coffee Supply
https://nguyencoffeesupply.com/

ベトナムコーヒー
いかが？

ブルックリンで焙煎

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
に

活
動
す
る
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ｓ
︵
カ
ウ
ズ
︶
の

展

覧

会
﹁K

A
W

S: W
H

A
T

 
PA

R
T

Y

﹂

が

26

日
︵

金

︶

か
ら
９
月
５
日
︵
日
︶
ま
で

の
約
半
年
間
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン

美

術

館
︵200 E

astern 
Parkw

ay

︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　
今
年
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動

25
年
と
な
る
カ
ウ
ズ
こ
と
ブ
ラ

イ
ア
ン
・
ド
ネ
リ
ー
は
、
目
が

バ
ツ
︵
×
︶
に
な
っ
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
知
ら
れ
る
ス
ト
リ
ー

ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
ア
ー
ト

と
お
も
ち
ゃ
を
融
合
し
た
ア
ー

ト
・
ト
イ
の
先
駆
者
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
も
ユ
ニ
ク
ロ
と
の
コ
ラ
ボ

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
、
デ
ィ
オ
ー
ル
、

ナ
イ
キ
と
の
コ
ラ
ボ
の
ほ
か
、

２
０
１
９
年
夏
に
は
富
士
山
麓

の
キ
ャ
ン
プ
場
に
長
さ
40
メ
ー

ト
ル
の
巨
大
バ
ル
ー
ン
を
展
示

す
る
な
ど
、
世
界
中
で
活
動
し

て
い
る
。
同
展
で
は
初
期
の
作

品
を
は
じ
め
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

や
絵
画
、
彫
刻
、
同
展
と
同
じ

タ
イ
ト
ル
の
記
念
碑
的
な
フ
ィ

ギ
ュ
ア
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ま
た
今
回
の
た
め
に
制
作

し
た
新
作
な
ど
、
１
０
０
以
上

の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
大
規
模

な
回
顧
展
と
な
る
。

　
入
場
料
は
大
人
25
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
16
ド
ル
、
会
員
・

３
歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.brooklynm

useum
.

org/

を
参
照
。

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
界
の
旗
手

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ｓ
回
顧
展 WHAT PARTY © KAWS. (Photo: Michael Biondo)

366：「VAN BROTHERS」

　
旅
行
会
社
の
ア
ム
ネ
ッ
ト
は

﹁
次
は
ど
こ
へ
旅
行
す
る
？ 

ぬ

り
絵
で
楽
し
む
世
界
旅
行
！
﹂

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

お
う
ち
時
間
を
利
用
し
て
、
ぬ

り
絵
で
世
界
旅
行
を
楽
し
む
企

画
で
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
と

指
定
航
空
券
割
引
ク
ー
ポ
ン
総

額
５
０
０
ド
ル
相
当
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
受

付
期
間
は
26
日
︵
金
︶
午
後
５

時
か
ら
3
月
14
日
︵
日
︶
午
前

11
時
59
分
ま
で
。
エ
ン
ト
リ
ー

方
法
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細

は
ア
ム
ネ
ッ
ト
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://am
net-usa.

com

、
ま
た
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
︵@

am
netny

︶
を
参
照
。

旅
行
の
ア
ム
ネ
ッ
ト

ぬ
り
絵

ぬ
り
絵

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
と
Ｉ
Ａ

Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
は
、
４
月
30

日
︵
金
︶
ま
で
﹁
日
本
里
帰
り

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施

し
て
い
る
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

航
空
の
日
本
行
き
往
復
航
空

券
を
購
入
し
、
８
月
31
日
ま

で
に
米
国
を
出
発
す
る
人
を

対
象
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ

ト
︵
１
万
３
５
０
０
円
︶
と
米

国
本
土
48
州
・
カ
ナ
ダ
・
カ
リ

ブ
海
地
域
国
内
線
往
復
航
空
券

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
検
査

キ
ッ
ト
は
﹁
に
し
た
ん
ク
リ
ニ

ッ
ク
﹂
が
提
供
。
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
で
唾
液
を
郵
送
す
る
と
24

時
間
以
内
に
陰
性
証
明
が
メ
ー

ル
で
送
っ
て
も
ら
え
る
、
全

国
ど
こ
で
も
対
応
。
詳
細
は

w
w

w
.iace-usa.com

参
照
。

Ｕ
Ａ
と
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ

里
帰
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
日
本
映
像
翻
訳
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
Ｊ
Ｖ
Ｔ
Ａ
︶
主
催
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
﹁
ハ
リ
ウ
ッ
ド

に
最
も
近
い
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
が
語
る
映
画
の
今
と
未

来 

〜
ア
メ
リ
カ
映
画
業
界
の

最
前
線
か
ら
〜
﹂
が
、
3
月
5

日(

金)

午
後
6
時
︵
米
西
部

時
間
︶
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　
登
壇
す
る
の
は
国
際
映
画
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
通
訳
・
翻
訳

者
の
中
島
由
紀
子
さ
ん
。
ハ
リ

ウ
ッ
ド
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ
会

員
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｔ
Ａ
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
校
講
師
。
日
本
人
と
し
て
初

め
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ

賞
の
投
票
権
を
手
に
し
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
を
拠
点
に
お
よ
そ
40

年
に
渡
り
米
国
映
画
業
界
の
中

枢
で
活
動
を
重
ね
て
い
る
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ

や
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ

ー
と
の
交
流
や
、
巨
大
映
画
産

業
の
舞
台
裏
へ
の
取
材
か
ら
見

え
て
く
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の

魅
力
、
作
品
の
よ
り
深
い
読
み

解
き
方
に
つ
い
て
語
る
。

　
参
加
費
無
料
。
詳
細
は
ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.jvta.

n
et/ty

o
/h

o
lly

w
o

o
d

-
sem

inar2021/

を
参
照
。

映画の今と未来
JVTA オンラインセミナー

中島由紀子さん講演

大好評 
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
タ
イ
ム
誌
は
17
日
、
将
来
が

期
待
さ
れ
る
新
興
リ
ー
ダ
ー

た
ち
を
選
出
し
た
﹁
タ
イ
ム

１
０
０
・
ネ
ク
ス
ト
﹂
を
発
表

し
た
。 

　
同
企
画
は
﹁
世
界
で
最
も
影

響
力
の
あ
る
…
…
﹂
で
お
馴
染

み
の
﹁
タ
イ
ム
１
０
０
﹂
シ
リ

ー
ズ
の
な
か
で
も
２
回
目
と
比

較
的
新
し
い
。
今
年
は
、
コ
ロ

ナ
危
機
と
い
う
異
例
で
困
難
な

状
況
の
な
か
で
、
深
ま
る
差
別
、

組
織
的
な
不
正
、
そ
し
て
真
実

や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
地
球
環
境

な
ど
の
問
題
に
対
す
る
取
り
組

み
が
選
出
の
要
素
と
な
っ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
﹁
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
﹂﹁
フ
ェ
ノ
ム
︵
天
才
︶﹂﹁
リ

ー
ダ
ー
︵
指
導
者
︶﹂﹁
ア
ド
ヴ

ォ
ケ
イ
ト
︵
提
唱
者
︶﹂﹁
イ
ノ

ヴ
ェ
ー
タ
ー
︵
革
新
者
︶﹂
の

５
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
過
去

に
﹁
タ
イ
ム
１
０
０
﹂
シ
リ
ー

ズ
に
選
ば
れ
た
人
物
た
ち
の
推

薦
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。 

　
新
大
統
領
就
任
式
で
自
身
の

作
品
を
朗
読
し
﹁
フ
ェ
ノ
ム
﹂

と
な
っ
た
詩
人
ア
マ
ン
ダ
・
ゴ

ー
ド
ン
さ
ん
は
、
２
０
１
６
年

版
﹁
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ

る
人
物
１
０
０
人
﹂
に
選
ば
れ

た
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
ハ
ミ
ル

ト
ン
﹂
の
制
作
、
主
演
で
知
ら

れ
る
俳
優
の
リ
ン
＝
マ
ヌ
エ

ル
・
ミ
ラ
ン
ダ
氏
が
推
薦
し
た
。

そ
の
ほ
か
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

を
率
い
る
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
フ
ァ

ウ
チ
博
士
は
、
モ
デ
ル
ナ
社
の

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
貢
献
し
た
免

疫
学
者
の
キ
ズ
メ
キ
ア
・
コ
ル

ベ
ッ
ト
氏
、
ま
た
19
年
版
﹁
今

年
の
人
物
﹂
に
選
ば
れ
た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
の
グ

レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
は
、

同
じ
く
環
境
活
動
家
で
ウ
ガ
ン

ダ
出
身
の
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ナ
カ

テ
さ
ん
を
推
薦
し
た
。
ま
た
今

回
は
日
本
人
と
し
て
は
唯
一
、

大
ヒ
ッ
ト
ア
ニ
メ﹁
鬼
滅
の
刃
﹂

の
作
者
の
吾
峠
呼
世
晴
さ
ん
が

﹁
フ
ェ
ノ
ム
﹂
の
ひ
と
り
に
選

ば
れ
た
。

詩
人
ア
マ
ン
ダ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
、
日
本
か
ら
は
﹁
鬼
滅
の
刃
﹂
の
吾
峠
呼
世
晴
さ
ん

タイム誌が選んだ

次世代の100人

　
Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｅ
︶

は
17
日
、
ギ
フ
テ
ッ
ド
・
ア
ン

ド
・
タ
レ
ン
テ
ッ
ド
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
入
学
者
選
考
に
つ
い

て
、
試
験
結
果
の
代
わ
り
に
、

プ
レ
キ
ン
ダ
ー
の
教
師
の
推
薦

と
無
作
為
の
抽
選
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

学
校
の
入
学
に
関
し
て
は
、
子

ど
も
の
受
験
に
関
与
で
き
、
生

活
に
余
裕
の
あ
る
保
護
者
を
優

遇
し
、
人
種
な
ど
の
多
様
性
を

考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判

の
声
が
近
年
高
ま
っ
て
い
た
。

同
局
は
今
学
年
度
の
初
旬
、
長

期
的
に
同
入
学
制
度
の
改
造
を

検
討
す
る
と
し
、
通
常
通
り
今

春
の
試
験
を
実
施
す
る
意
向
を

示
し
て
い
た
。
同
計
画
に
対
し

同
市
教
育
政
策
諮
問
委
員
会
は

﹁
コ
ロ
ナ
禍
で
受
験
準
備
が
十

分
に
で
き
て
い
な
い
﹂
や
﹁
受

験
会
場
に
行
く
交
通
手
段
が
限

ら
れ
て
い
る
﹂
家
庭
も
あ
る
と

し
て
先
月
、
同
計
画
を
否
決
し

た
。
結
果
Ｄ
Ｏ
Ｅ
は
同
試
験
を

実
施
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。 

　
新
入
学
制
度
で
は
、
プ
レ
キ

ン
ダ
ー
の
教
師
が
入
学
希
望
者

と
面
接
を
行
い
、
そ
の
後
、
適

正
と
認
め
ら
れ
た
生
徒
は
抽
選

で
入
学
の
可
否
が
決
ま
る
。
合

格
率
は
２
５
０
０
人
中
１
人
だ

と
い
う
。
入
学
を
志
願
す
る
家

庭
は
3
月
８
日
ま
で
に
申
請
届

を
提
出
し
、
５
月
中
旬
ご
ろ
か

ら
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
か
否
か

が
決
ま
る
。
現
在
、
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
学
校
に
通
う

生
徒
の
43
％
は
ア
ジ
ア
系
、
次

い
で
白
人
が
36
％
、
ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系
は
８
％
、
黒
人
は
６
％

と
な
っ
て
い
る
。

試験せず推薦と抽選に

　
Ｎ
Ｙ
州
教
育
省
は
16
日
、
各

学
区
に
対
し
、
対
面
授
業
に
出

席
す
る
条
件
と
し
て
、
生
徒
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
検

査
を
強
制
し
な
い
よ
う
伝
え

た
。 

　
同
州
は
、
各
学
校
は
原
則
と

し
て
毎
週
、
一
定
の
割
合
の
職

員
と
生
徒
が
同
検
査
を
受
け
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
﹁
保
護
者

が
同
意
し
て
い
な
い
場
合
は
、

検
査
を
強
制
で
き
な
い
﹂
と
新

た
に
指
示
し
た
。
一
方
Ｎ
Ｙ
市

教
育
局
は
、
有
効
な
医
療
上
理

由
が
な
い
限
り
、
対
面
授
業
に

出
席
す
る
小
学
校
１
年
生
以
上

の
す
べ
て
の
生
徒
が
検
査
を
受

け
る
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
同

州
の
新
規
制
と
同
市
の
方
針
に

違
い
が
生
じ
て
い
る
。

対
面
授
業
に
コ
ロ
ナ
検
査 

強
制
し
て
は
な
ら
な
い

編
入
生
受
付
中

育
英
フ
レ
ン
ズ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
︵
河
野
茂
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶
で
は
２
０
２
０

年
９
月
か
ら
対
面
に
よ
る
保

育
・
授
業
を
実
施
し
、
他
者
と

の
関
わ
り
や
学
び
合
い
を
通
じ

て
、
日
本
語
の
習
得
・
体
得
を

目
指
し
て
い
る
。
幼
児
部
で
は

月
毎
に
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を

設
け
、
関
連
す
る
語
彙
の
習
得

や
工
作
・
制
作
活
動
を
行
う
。

小
学
部
国
語
教
室
で
は
授
業
毎

に
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
設
定
し
、
教

師
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
対
話

を
通
す
中
で
日
本
語
の
力
を
培

う
。
小
学
部
国
語
算
数
教
室
で

は
日
本
の
文
科
省
が
定
め
る
学

習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
学
年
に
応
じ
た
算

数
や
国
語
を
学
ぶ
。
編
入
は
随

時
可
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、

ま
た
は
同
学
園
宛
Ｅ
メ
ー
ル

w
e

e
k

e
n

d
fr

ie
n

d
s

.
nyikuei@

gm
ail.com

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
で
は
、

3
月
17
日
、
全
日
制
幼
児
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
発
表
会
が
行
わ
れ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉
遊

び
や
名
前
探
し
ゲ
ー
ム
、
手
話

ソ
ン
グ
、
演
劇
を
発
表
し
た
。

﹁
お
お
き
な
か
ぶ
﹂
の
劇
で
は

動
物
に
な
り
き
り
、﹁
よ
っ
こ

ら
し
ょ
、ど
っ
こ
い
し
ょ
﹂
と
、

皆
で
力
と
声
を
合
わ
せ
て
、
か

ぶ
を
引
っ
張
っ
た
。

　
例
年
と
異
な
り
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
実
施
の
た
め
、
保

護
者
は
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

中
継
を
楽
し
ん
だ
。

ギフテッド英才教育

選考方法に異変

幼児クラス子供発表会
リセ・ケネディ日本人学校

保護者は自宅でオンライン参観

mailto:weekendfriends.nyikuei@gmail.com
http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
tel:2122136069
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
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Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校 

︵
児
童
生
徒
数
２
３
１
人
、
片

山
隆
校
長
︶
は
13
日
、
東
京-

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、鳩
山
徹
郎
氏
に
よ
る﹁
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
選
び
方
﹂
に

つ
い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
を
行
っ
た
。

　
最
初
に
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
選
ぶ
に
あ
た
り
気
を
付
け
る

べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
開
催

期
間
や
目
的
、
施
設
や
運
営
形

態
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、
次
に

同
団
体
が
主
催
す
る
日
本
語
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。
鳩
山
氏
に
よ
る

と
、
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然
保
護

区
域
内
に
位
置
す
る
フ
ロ
ス
ト

バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
は
、
例
年

３
５
０
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち

が
1
〜
4
週
間
、
施
設
内
で
集

団
生
活
を
し
な
が
ら
、
湖
で
泳

い
だ
り
、
球
技
や
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
、
森
の
中
で
の
ス
リ

ー
プ
オ
ー
バ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
体
験

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

年
はC

O
V

ID
-19

対
策
の
た

め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
変

わ
ら
な
い
も
の
の
参
加
者
と
ス

タ
ッ
フ
数
を
例
年
の
50
％
に
抑

え
、
期
間
も
2
週
間
の
み
と
す

る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ー
、
ス

タ
ッ
フ
の
手
洗
い
、
検
温
お
よ

び
マ
ス
ク
の
着
用
、
施
設
の
消

毒
の
徹
底
、
キ
ャ
ン
プ
参
加
前

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陰
性
証
明
の
提

出
と
、
キ
ャ
ン
プ
開
始
後
4
日

以
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
、
Ｃ

Ｄ
Ｃ
や
Ｄ
Ｏ
Ｈ
が
示
す
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

措
置
を
講
じ
る
と
い
う
。

　﹁
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
は
、
子

ど
も
た
ち
が
共
に
生
活
す
る
中

で
自
然
に
お
互
い
を
支
え
あ
う

気
持
ち
が
芽
生
え
て
く
る
と
こ

ろ
﹂
と
鳩
山
氏
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
始
ま
っ
た
頃
に
は
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
で
泣
い
て
い
た
子
ど
も

が
、
帰
る
頃
に
は
帰
り
た
く
な

い
、
友
だ
ち
と
離
れ
た
く
な
い

と
言
い
出
す
の
も
良
く
見
る
光

景
だ
と
か
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
に
続
き
、

同
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
4
年
間

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
Ｌ
Ｉ
校
Ｏ
Ｂ

で
も
あ
る
カ
イ
ザ
ー
嶺
さ
ん

が
、﹁
キ
ャ
ン
プ
に
は
︵
日
米

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
い
う
︶
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
人
が
集
ま
っ
て

く
る
の
で
み
ん
な
仲
良
く
な
り

や
す
く
、
毎
年
夏
に
一
緒
に
過

ご
す
仲
間
と
は
強
い
絆
で
結
ば

れ
る
﹂
と
自
身
の
経
験
を
語
っ

た
。
ま
た
間
も
な
く
日
本
で
の

就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
カ
イ
ザ

ー
さ
ん
は
、﹁
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

は
有
利
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
補
習
校
や
日
本
語
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
日
本
語
の

力
を
磨
く
こ
と
は
と
て
も
意
義

が
あ
る
﹂
と
も
述
べ
た
。
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Ｑ
　
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
、

学
校
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
日

本
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
︵
イ
ン
タ
ー
校
︶
を
考

え
て
い
ま
す
。
何
か
気
を
つ
け

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
︻
イ
ン
タ
ー
校
と
い
う
選

択
︼
帰
国
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

や
教
育
費
の
問
題
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
関
わ
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
の
現
地

校
で
身
に
付
け
た
英
語
力
を
生

か
し
た
い
、
さ
ら
に
伸
ば
し
た

い
、
学
校
文
化
や
学
習
内
容
・

方
法
が
現
地
校
と
似
通
っ
た
と

こ
ろ
で
学
ば
せ
た
い
と
い
う
考

え
か
ら
、
日
本
で
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
︵
以
後
イ

ン
タ
ー
校
︶
と
い
う
選
択
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
イ
ン

タ
ー
校
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
学
校
に
入
っ
た
後
、
日

本
の
学
校
に
移
る
際
の
問
題
も

あ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
校
を
選

ぶ
場
合
の
課
題
に
焦
点
を
当
て

て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

︻
イ
ン
タ
ー
校
に
つ
い
て
︼
イ

ン
タ
ー
校
と
は
、
基
本
的
に
そ

の
国
に
お
け
る
外
国
籍
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
学
校
で
す
。

主
に
英
語
に
よ
る
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
校
に

は
﹁
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の

よ
う
に
、
そ
の
国
の
子
ど
も
達

の
教
育
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ

た
学
校
﹂
﹁
欧
米
の
学
校
が
日

本
人
の
子
ど
も
を
英
語
で
教
育

し
、
そ
の
国
の
大
学
へ
の
進
学

を
図
る
学
校
﹂
﹁
日
本
の
設
立

者
が
海
外
の
教
育
や
英
語
教
育

を
取
り
入
れ
た
学
校
﹂
等
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
﹁
各

種
学
校
﹂
扱
い
で
、
日
本
の
義

務
教
育
や
高
等
学
校
と
い
っ
た

一
条
校
︵
学
校
教
育
法
第
一
条

に
定
め
ら
れ
た
学
校
︶
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
︵
わ
ず
か
で
す
が
、

一
条
校
の
イ
ン
タ
ー
校
も
あ
り

ま
す
︶

︻
イ
ン
タ
ー
校
の
課
題
と
は
︼

多
く
の
イ
ン
タ
ー
校
で
は
Ａ
Ｃ

Ｔ
や
Ｓ
Ａ
Ｔ
等
の
海
外
大
学
進

学
に
必
要
な
試
験
の
た
め
の
授

業
、
Ｉ
Ｂ
の
取
得
に
向
け
た
コ

ー
ス
等
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
教

育
課
程
を
修
了
す
れ
ば
、
海
外

大
学
へ
の
道
が
広
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
在
籍
中
に
日
本
の
学

校
に
編
入
を
希
望
し
た
場
合
、

一
部
の
一
条
校
の
認
定
を
受
け

て
い
る
イ
ン
タ
ー
校
以
外
は
法

律
上
、
日
本
の
学
校
へ
進
め
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
く
ま
で
地
方
自
治
体
の
判

断
に
よ
り
ま
す
が
、
公
立
小
中

学
校
と
イ
ン
タ
ー
校
の
２
重
在

籍
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
校
か
ら
日

本
の
学
校
に
入
る
こ
と
は
法
律

上
可
能
と
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
校
に
決
め
ら
れ
る
前
に
、
イ

ン
タ
ー
校
に
過
去
の
事
例
を
聞

い
た
り
、
居
住
す
る
市
区
町
村

の
教
育
委
員
会
に
相
談
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
イ
ン
タ
ー
校
は
英
語
と
い
っ

た
外
国
語
に
よ
る
授
業
が
主
体

で
、
海
外
の
学
校
文
化
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
で
経
験
さ

れ
た
よ
う
に
、
お
子
さ
ん
が
日

本
の
学
校
文
化
・
教
育
か
ら
離

れ
る
と
、
日
本
語
力
の
低
下
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
将
来
的
に
海

外
の
学
校
に
進
み
海
外
で
の
生

活
を
送
る
な
ら
、
問
題
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
学

校
に
進
学
し
、
生
活
を
す
る
な

ら
、
日
本
語
力
の
低
下
は
お
子

さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
に

な
り
ま
す
。

︻
イ
ン
タ
ー
校
か
ら
日
本
の

大
学
へ
の
進
学
︼
文
科
省
が

日
本
の
大
学
へ
の
入
学
資
格

と
し
て
示
し
て
い
る
条
項
の

中
に
﹁
国
際
的
な
評
価
団
体

︵W
A

SC
,C

IS,A
C

SI

︶

か

ら

認
定
を
受
け
た
イ
ン
タ
ー
校
で

12
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
﹂

﹁
外
国
の
大
学
入
学
資
格
で
あ

る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
、
ア
ビ
ト

ゥ
ア
、
バ
カ
ロ
レ
ア
、
Ｇ
Ｃ
Ｅ

Ａ
レ
ベ
ル
を
保
有
す
る
者
﹂
と

い
っ
た
記
載
が
あ
り
ま
す
。
将

来
、
日
本
の
大
学
進
学
を
考
え

る
な
ら
ば
、
こ
ち
ら
も
イ
ン
タ

ー
校
を
選
択
す
る
際
の
参
考
と

し
て
く
だ
さ
い
。
※
余
談
で
す

が
、
日
本
の
大
学
へ
の
入
学
資

格
と
し
て
、
高
等
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
︵
旧
大
検
︶
に
合

格
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。

︻
最
後
に
︼
学
校
選
択
で
は
、

お
子
さ
ん
を
ど
の
よ
う
に
育
て

た
い
の
か
と
い
う
教
育
方
針
が

重
要
で
す
。
そ
し
て
、
ど
の
よ

う
な
学
校
が
お
子
さ
ん
に
合
っ

て
い
る
の
か
、
特
に
年
齢
が
高

け
れ
ば
、
お
子
さ
ん
の
考
え
や

気
持
ち
を
尊
重
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
帰
国
後
、
イ

ン
タ
ー
校
へ
の
進
学
を
考
え
る

場
合
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
共
に

課
題
も
併
せ
て
ご
家
族
で
よ
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

帰国後の学校選択・
インターナショナルスクール  
海外子女教育振興財団 関西分室

菅原光章 教育相談員

サマーキャンプの選び方
Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
実
施

　
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
︵
ホ

ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
︶
で
は

２
０
２
１
年
９
月
度
園
児
を
募

集
し
て
い
る
。
募
集
年
齢
は
2

歳
９
か
月
か
ら
６
歳
ま
で
。
１

日
保
育
は
午
前
８
時
45
分
か
ら

午
後
２
時
45
分
。午
前
保
育︵
３

歳
の
み
︶
午
前
８
時
45
分
か
ら

11
時
45
分
。
　

　
ま
た
、
同
幼
稚
園
で
は
６
月

28
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
を
開
講
す
る
。
募

集
年
齢
は
３
歳
か
ら
７
歳
ま

で
。
１
日
コ
ー
ス
と
半
日
コ
ー

ス
が
あ
り
、
最
長
６
週
間
ま

で
。
長
い
夏
休
み
期
間
中
に
日

本
語
と
英
語
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
こ
と
ば
の
ク
ラ
ス
も

あ
り
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
申
込
み
書

ま
た
入
園
に
必
要
な
書
類
は

同
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵w

w
w

.
kodom

ony.org

︶

か

ら

ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
電
話

９
１
４
・
９
４
９
・
０
０
６
７
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルkk@
kodom

ony.org

で
請
求
。

こどものくに幼稚園
９月度園児を募集

サマースクールも開講

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
http://www.kodomony.org
mailto:kk@kodomony.org
tel:2019438003
https://truetruth.hatenablog.com/
https://www.suhakobi.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://jweeklyusa.com
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わ
た
し
は
、
冬
休
み
の
思
い

出
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
二
つ

目
は
、
リ
ン
グ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
作
っ
た
こ
と
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

何
を
も
ら
っ
た
か
と
言
う
と
、

お
も
ち
ゃ
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

チ
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
き
の
う
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
べ
ん
り
・
リ
ゾ

ー
ト
・
べ
ん
き
ょ
う
・
き
せ
か

え
の
五
つ
で
す
。
べ
ん
り
の
中

に
は
、
歩
数
計
・
せ
っ
て
い
の

二
つ
で
す
。
歩
数
計
は
、
ど
れ

だ
け
歩
い
た
か
を
計
っ
て
く
れ

ま
す
。
せ
っ
て
い
は
、
時
間
せ

っ
て
い
・
オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
・

音
り
ょ
う
の
三
つ
で
す
。
リ
ゾ

ー
ト
は
、
わ
た
し
が
そ
の
住
人

に
な
っ
て
そ
の
島
を
ゆ
た
か
に

し
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。
勉
強

は
英
語
と
時
計
の
二
つ
が
あ
り

ま
す
。
き
せ
か
え
は
、
リ
ゾ
ー

ト
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
洋
服
を

か
え
た
り
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
ウ

ォ
ッ
チ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
き
の

う
が
あ
り
ま
す
。

　
リ
ン
グ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、

リ
ン
グ
に
カ
ラ
ー
バ
ン
ド
を
あ

み
こ
ん
だ
も
の
で
す
。

　
そ
の
カ
ラ
ー
バ
ン
ド
は
、
ふ

つ
う
の
わ
ゴ
ム
よ
り
も
少
し
小

さ
い
で
す
。

　
リ
ン
グ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
こ

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ほ
し
か
っ
た

物
も
も
ら
え
て
、
作
っ
て
み
た

か
っ
た
リ
ン
グ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

が
作
れ
た
の
で
、
楽
し
い
冬
休

み
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
と
ち
が
っ
て
、
あ
ま

り
外
に
出
ら
れ
な
い
冬
休
み
だ

っ
た
け
れ
ど
、
楽
し
い
冬
休
み

で
し
た
。

　
　
　
　︵
滞
米
１
年
９
か
月
︶

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
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わ
た
し
が
二
十
才
に
な
っ
た

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
国
に
行
く
人

に
な
り
た
い
で
す
。
旅
行
と
仕

事
の
両
方
で
世
界
を
飛
び
ま
わ

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
一
ば
ん
行
き
た
い
国
は
フ
ラ

ン
ス
で
、
ど
う
し
て
か
と
い
う

と
、
マ
カ
ロ
ン
が
お
い
し
い
か

ら
で
す
。

　
家
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
に

ほ
し
い
で
す
。
な
の
で
、
今
し

ゃ
べ
れ
る
日
本
語
と
え
い
語
を

し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
語
は
あ
し
た
か
ら
、
お
母
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　
犬
を
か
っ
て
い
た
い
の
で
す

が
、
い
つ
も
、
い
っ
し
ょ
に
い

ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

少
し
な
や
ん
で
い
ま
す
。
今
、

家
に
い
る
ラ
ッ
キ
ー
︵
犬
︶
と

ず
っ
と
い
ら
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
。

　
今
も
、
本
を
読
む
の
が
、
大

好
き
な
の
で
、
大
き
く
な
っ
て

も
、
本
を
い
っ
ぱ
い
読
み
た
い

で
す
。
日
本
語
と
え
い
語
の
本

を
い
っ
ぱ
い
読
ん
で
、
他
に
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
ば
の
本
を
読

み
た
い
で
す
。

　
わ
た
し
が
、
二
十
才
に
な
っ

た
ら
、
世
界
を
飛
び
ま
わ
り
な

が
ら
、
そ
の
ま
ち
の
図
書
館
に

行
き
、
か
り
た
本
を
読
み
な
が

ら
、
で
き
れ
ば
、
マ
カ
ロ
ン
を

食
べ
て
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　︵
滞
米
３
年
︶

　

 ﹁
二
十
才
に
な
っ
た
ら
﹂

　
　
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
家　

亜
美　

　
わ
た
し
は
学
校
で
、
お
も
ち

つ
き
大
会
を
し
ま
し
た
。

　
つ
い
た
お
も
ち
は
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ゆ
で
る
前

の
四
角
い
お
も
ち
を
も
ら
い
ま

し
た
。
き
ね
は
重
た
か
っ
た
で

す
。
つ
い
て
い
る
時
わ
た
し
は

こ
う
思
い
ま
し
た
。﹁
去
年
と

は
ち
が
う
な
ぁ
〜
。﹂
と
思
い

ま
し
た
。

　
去
年
は
体
育
館
で
お
も
ち
を

つ
い
て
、
そ
の
つ
い
た
お
も
ち

を
食
べ
ま
し
た
が
、
今
年
は
つ

い
た
お
も
ち
を
食
べ
ず
に
、
ま

だ
ゆ
が
い
て
い
な
い
四
角
い
お

も
ち
を
家
に
持
っ
て
帰
り
ま

し
た
。
お
も
ち
つ
き
大
会
の
前

の
日
、
わ
た
し
は
、
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
し
た
。﹁
早
く
お
も

ち
つ
き
大
会
が
こ
な
い
か
な
。﹂

と
、
心
の
中
で
思
っ
て
い
ま
し

た
。
三
年
生
教
室
に
い
る
時
わ

た
し
は
こ
う
思
っ
て
い
ま
し

た
。﹁
ち
ょ
っ
と
ど
き
ど
き
す

る
な
ぁ
〜
。
森
田
先
生
の
手
つ

か
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
な
。﹂

と
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
千
二
十
一
年
が
始
ま
っ
て

一
番
さ
い
し
ょ
の
、
イ
ベ
ン
ト

が
お
も
ち
つ
き
大
会
。
去
年
も

前
の
日
が
わ
く
わ
く
し
て
い
ま

し
た
。

　
帰
っ
て
お
も
ち
を
食
べ
よ
う

と
し
た
け
れ
ど
、
弟
が
、﹁
ね

ぇ
ね
、
い
っ
し
ょ
に
チ
ッ
プ
食

べ
よ
う
。﹂
と
言
わ
れ
た
の
で
、

お
も
ち
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
食
べ
ら
れ
な
い
の
は
悲

し
か
っ
た
け
れ
ど
、
明
日
の
お

や
つ
タ
イ
ム
に
食
べ
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
持
っ

て
帰
っ
て
来
た
四
角
い
お
も
ち

を
、
ゆ
が
い
て
食
べ
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
お
も
ち
と
い
っ

し
ょ
に
食
べ
た
い
具
は
、
あ
ん

こ
の
こ
し
あ
ん
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
お
も
ち
に
あ
ん
こ

を
の
せ
る
と
自
分
て
き
に
は
ふ

ん
わ
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
る

か
ら
で
す
。

　
明
日
の
お
も
ち
が
楽
し
み
で

す
。

　
　
　
　︵
滞
米
１
年
２
か
月
︶

　
わ
た
し
は
、
生
き
物
と
機
械

の
ち
が
い
は
自
分
の
気
持
ち
が

あ
る
か
な
い
か
だ
と
思
い
ま

す
。

　
生
き
物
は
自
分
の
感
じ
ょ
う

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ガ
を
し

た
ら
い
た
い
し
、
お
い
し
い

物
を
食
べ
た
ら
幸
せ
だ
し
、
他

に
も
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
め
ん

ど
う
く
さ
い
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。

　
で
も
機
械
は
自
分
の
気
持
ち

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
機
械
は

ケ
ガ
を
し
て
も
い
た
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
。﹁
あ
り
が
と
う
﹂

や
﹁
ど
う
い
た
し
ま
し
て
﹂
と

言
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
で
も
そ
れ
は
機
械
を
作
っ

た
人
の
気
持
ち
で
、
機
械
の
気

持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
は
、
気
持
ち
は
と
て

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
気
持

ち
が
あ
る
人
と
遊
ん
だ
方
が

楽
し
い
し
、
悲
し
い
思
い
を
さ

せ
た
く
な
い
か
ら
相
手
を
思
い

や
っ
て
行
動
し
ま
す
。
だ
か
ら

わ
た
し
は
、
生
き
物
に
は
機
械

に
な
い
良
さ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　︵
滞
米
４
年
１
か
月
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

 「意見文」
　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　岩井　陽央奈

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

ご
は
ん
　
も
ぐ
も
ぐ

お
む
つ
　
ぱ
ん
ぱ
ん

お
ふ
ろ
　
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ

は
だ
か
で
　
ラ
ン
ラ
ン

と
め
ら
れ
　
い
や
い
や

か
ら
だ
　
ポ
リ
ポ
リ

ク
リ
ー
ム
　
ペ
タ
ペ
タ

パ
ジ
ャ
マ
　
ふ
わ
ふ
わ

は
み
が
き
　
バ
タ
バ
タ

ふ
と
ん
で
　
ゴ
ロ
ゴ
ロ

お
や
す
み
　
グ
ー
グ
ー

　
　
　
　︵
滞
米
８
年
３
か
月
︶　

 ﹁
冬
休
み
の
思
い
出
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

ひ
と
み

　

 「ゆうちゃん」
　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小２

　　　　　　　　　　　　　　　小松　美結

 ﹁
お
も
ち
つ
き
大
会
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　

あ
お
い

　

作
文
の
応
募
を

E
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ス
キ
ャ
ン
し
た
作
文
︵P

D
F
)

ま
た
はW

ord

原
稿
に
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
滞
米
年
数
・
保
護
者
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
て
、
写
真
︵JP

G

︶
を
添
え
て
左
記
の
ア
ド
レ
ス
ま
で
　

nyse
ikatsu

.sa
ku

b
un@

g
m

a
il.com

   

作
文
の
タ
イ
ト
ル
も
忘
れ
ず
に
！ 

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 BOOKS
　

第

二

次

世

界

大

戦

中
、

６
０
０
０
人
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
を

救
っ
た
日
本
人
と
い
え
ば
、
セ

ン
ポ
・
ス
ギ
ハ
ラ
、
杉
原
千
畝

︵
す
ぎ
は
ら
・
ち
う
ね
︶
と
言

う
名
前
を
、
日
本
人
な
ら
今
で

は
小
学
生
で
も
知
っ
て
い
る
ほ

ど
有
名
に
な
っ
た
。

　
杉
原
の
功
績
は
終
戦
直
後
に

は
日
の
目
を
見
ず
、
後
年
に
な

っ
て
か
ら
杉
原
の
妻
や
長
男
が

人
道
主
義
を
貫
い
た
こ
と
の
名

誉
を
周
知
の
も
の
に
し
た
い

と
運
動
し
た
こ
と
が
、
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
て
い
た
戦
争
史

を
明
る
み
に
出
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
杉
原
に
関
す
る

文
献
や
レ
ポ
ー
ト
は
数
多
い

が
、
２
０
１
２
年
に
生
存
者

の
家
族
に
面
会
し
て
書
か
れ

た
﹃
命
の
ビ
ザ
、
遥
か
な
る
旅

路
　
杉
原
千
畝
を
支
え
た
日
本

人
た
ち
﹄
は
別
格
だ
。
英
語
版

も
２
０
１
４
年
に
翻
訳
出
版
さ

れ
て
い
る
。
続
編
と
な
る
本
書

は
、
前
作
か
ら
10
年
経
っ
て
、

著
者
の
北
出
明
さ
ん
が
さ
ら
に

調
査
や
研
究
を
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
杉
原
千
畝
以
外
に
も
ユ

ダ
ヤ
人
の
救
出
に
尽
く
し
た
内

外
の
外
交
官
が
い
る
こ
と
に
気

が
つ
き
始
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
日
が
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た

人
物
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　
登
場
す
る
の
は
駐
カ
ナ
ウ

ス
・
オ
ラ
ン
ダ
領
事
の
ヤ
ン
・

ツ
バ
ル
テ
ン
ダ
イ
ク
氏
、
駐
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
領
事
代
理
の
根

井
三
郎
氏
、
駐
神
戸
オ
ラ
ン
ダ

領
事
、
後
に
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大

使
と
な
る
Ｎ
・
Ａ
・
Ｊ
・
デ
・

フ
ォ
ー
ト
氏
、
駐
ソ
連
大
使
の

建
川
美
次
氏
、
駐
日
ポ
ー
ラ
ン

ド
大
使
の
タ
デ
ウ
シ
ュ
・
ロ
メ

ル
氏
の
４
人
。

　
ヤ
ン
・
ツ
バ
ル
テ
ン
ダ
イ
ク

氏
は
、
杉
原
千
畝
が
発
行
す
る

ビ
ザ
の
後
に
控
え
る
渡
航
先
で

あ
る
オ
ラ
ン
ダ
領
で
あ
っ
た
カ

リ
ブ
海
上
の
キ
ュ
ラ
ソ
ー
島
入

国
ビ
ザ
を
発
行
し
た
人
物
だ
。

著
者
の
北
出
さ
ん
は
、
ツ
バ
ル

テ
ン
ダ
イ
ク
氏
の
次
男
、
ロ
バ

ー
ト
さ
ん
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

郊
外
で
面
会
し
た
。﹁
父
が
ユ

ダ
ヤ
難
民
を
助
け
た
の
は
、
人

間
と
し
て
の
博
愛
精
神
か
ら
で

あ
っ
て
、
過
度
に
功
績
を
強
調

さ
れ
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ

の
行
為
が
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ

て
い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で

す
﹂
と
遺
族
と
し
て
の
複
雑
な

思
い
を
語
る
。
ツ
バ
ル
テ
ン
ダ

イ
ク
氏
の
功
績
は
母
国
で
す
ら

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　
根
井
三
郎
氏
は
、
そ
の
キ
ュ

ラ
ソ
ー
・
ビ
ザ
を
取
得
し
て
無

事
に
杉
原
千
畝
か
ら
日
本
通
過

ビ
ザ
を
発
給
し
て
も
ら
っ
た
ユ

ダ
ヤ
難
民
が
向
か
っ
た
シ
ベ
リ

ア
の
駐
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
領

事
代
理
だ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
難
民

が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
ま
で
の

広
大
な
ソ
連
の
領
土
を
な
ぜ
無

事
に
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
。
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
ソ
連
移

動
は
国
営
旅
行
会
社
の
イ
ン
ツ

ー
リ
ス
ト
が
一
手
に
引
き
受
け

て
お
り
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
運

賃
と
ホ
テ
ル
代
な
ど
の
収
入
が

馬
鹿
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。

当
時
世
界
の
各
国
は
ユ
ダ
ヤ
人

の
難
民
受
け
入
れ
に
消
極
的
で

ソ
連
も
例
外
で
は
な
く
、
彼
ら

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
脱
出
は
歓
迎
し

た
い
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
状
況

を
解
説
す
る
。
根
井
は
外
務
省

本
省
か
ら
﹁
ビ
ザ
発
給
は
控
え

る
よ
う
に
﹂
と
の
訓
令
を
受
け

る
が
、﹁
単
に
第
三
国
査
証
が

中
米
行
き
と
な
っ
て
い
る
と
の

理
由
で
一
律
に
検
印
を
拒
否
す

る
の
は
帝
国
在
外
公
館
の
威
信

か
ら
見
て
面
白
か
ら
ず
︵
い
か

が
な
も
の
か
︶、
キ
ュ
ラ
ソ
ー

行
き
の
場
合
、
通
過
査
証
を
与

え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考

え
る
﹂
と
反
論
し
た
。

　
北
出
さ
ん
は
﹁
私
は
以
前
か

ら
、
杉
原
ビ
ザ
以
外
に
も
ユ
ダ

ヤ
人
を
救
っ
た
﹃
命
の
ビ
ザ
﹄

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
我
々

は
も
っ
と
知
る
べ
き
だ
と
主
張

し
て
き
ま
し
た
。
天
国
の
杉
原

千
畝
さ
ん
自
身
、
自
分
一
人
が

ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
﹂
と
巻
末
で
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。
　
　︵
三
浦
︶

 杉原氏以外にも「命のビザ」
北出 明・著

 株式会社パレード・刊

■名作なんかこわくない（柚木麻子、ＰＨＰ文芸文庫）若
手人気作家を夢中にさせた古今東西の小説を味わう「読書
エッセイ」。有吉佐和子の『悪女について』からメルヴィ
ルの『白鯨』まで、57 冊の読みどころとその本にまつわ
る著者の思い出を紹介する。読んでない人も、これから読
む人も楽しめる。■コンタミ 科学汚染（伊与原新、講談
社文庫）大学院の指導教員・宇賀神は、ニセ科学を批判す
る蓮見教授にある事実を告げられる。それは深海パワーが
がんを治すという商品の開発に、宇賀神が想い続ける研究
者・美冬が手を貸した後、消息不明になったということだっ
た。なぜ美冬は怪しいビジネスに加担したのか。理性と感
情が交錯するサイエンス・サスペンス。■知ってるだけで
避けられる！危ない前兆（ホームライフ取材班、青春新書
プレイブックス）トラブルが発生する前には、何かのきざ
しやサインが現れることが多い。命にかかわる病気やペッ
トの体調不良、犯罪、災害が発生する前兆など、幅広いジャ
ンルからトラブルを未然に防ぐ 102 のサインを紹介する。
■いつの空にも星が出ていた（佐藤多佳子、講談社）物静
かな高校の先生、予備校に通う女子高生、家業の電気店を
継いだ若者、少年野球のピッチャー、洋食店のシェフ、一
見つながりのない人たちを結んでいる強くてまっすぐな気
持ち。なにかを心から「好き」でいるすべての人へ贈る、
どこまでも熱く、限りなく純粋な、人生と応援の物語。■草にすわる（白石
一文、文藝春秋）「最低 5 年間は何もすまい」会社を辞めた洪治はそう心に
誓った。無為な日々の中で付き合ってきた曜子があの事件の絶望を語った時、
2 人の間には睡眠薬の山があった（表題作）。なぜ人間は生まれ、どこに行
くのか。一度倒れた人間が一歩を踏みだす瞬間に触れる、美しい 5 つの物語。
■境界線（中山七里、NHK 出版）佐藤健主演、阿部寛らの出演で映画化が
決定した 2018 年刊行の『護られなかった者たちへ』に続く宮城県警シリー
ズ第 2 弾。東日本大震災による行方不明者と個人情報ビジネスという復興の
闇を照らす。震災によって引かれてしまった「境界線」に翻弄される人々の
行く末とは。中山七里の骨太のヒューマンミステリー小説。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊国屋書店NY本店

　
古
今
東
西
の
小
説
を
味
わ
う
﹁
読
書
エ
ッ
セ
イ
﹂。
理
性
と
感
情
が
交
錯
す
る
サ
イ
エ

ン
ス
・
サ
ス
ペ
ン
ス
。
知
っ
て
い
る
と
安
心
す
る
生
活
の
知
恵
。
熱
く
て
純
粋
な
人
生
と

応
援
の
物
語
。
一
歩
を
踏
み
出
す
人
た
ち
の
短
編
集
。
宮
城
県
警
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
今
年
の
ひ
な
祭
り
は
親
子
で

ち
ら
し
寿
司
を
作
り
ま
す
。
な

お
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
、
初
め

て
の
ち
ら
し
寿
司
作
り
。
ま
ず

は
お
米
を
測
っ
て
研
ぎ
、
炊
飯

器
で
炊
き
ま
す
。
野
菜
の
皮
む

き
は
、
ピ
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
弟

の
ノ
ブ
く
ん
も
お
手
伝
い
。
次

は
お
湯
で
茹
で
て
、
素
材
の
下

ご
し
ら
え
が
で
き
た
ら
砂
糖
や

し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
を
使
っ
て

味
付
け
。
も
ち
ろ
ん
味
見
も
大

事
な
作
業
で
す
。
お
米
が
炊

け
た
ら
酢
飯
だ
っ
て
作
り
ま

す
。
あ
と
は
お
吸
い
物
を
つ
く

っ
て
、
酢
飯
の
上
に
具
材
を
盛

り
つ
け
れ
ば
い
よ
い
よ
完
成
で

す
！ 

お
父
さ
ん
が
仕
事
か
ら

帰
っ
て
き
た
ら
、
家
族
み
ん
な

で
い
た
だ
き
ま
す
！

　
ボ
ウ
ル
や
ざ
る
な
ど
の
必
要

な
調
理
器
具
か
ら
野
菜
の
皮
の

む
き
か
た
ま
で
、
イ
ラ
ス
ト
付

き
で
丁
寧
に
解
説
し
て
い
る
。

微
笑
ま
し
い
姉
弟
の
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ち
ら
し
寿
司
の

作
り
方
と
料
理
の
基
本
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
お
料
理
絵
本
。
　

ひ
な
祭
り
に
親
子
で
ち
ら
し
寿

司
作
り
が
で
き
る
、
料
理
に
興

味
が
あ
る
女
の
子
︵
男
の
子
も
︶

に
ぴ
っ
た
り
な
本
。
　
︵
高
田
︶

ち
ら
し
寿
司
の
お
料
理
絵
本

 『おひなまつりの ちらしずし』
作：平野 恵理子

福音館書店　2013 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

巨
匠
た
ち
に
見
出
さ
れ
た
東
洋
美

アーティスト・ミューズ / モデル

岩月美江さん

　
最
近
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

や
ネ
イ
リ
ス
ト
、
ヘ
ア
ス
タ
イ

リ
ス
ト
な
ど
美
容
関
係
者
の
中

で
﹁
肌
質
が
変
わ
っ
た
！
﹂
と

評
判
に
な
っ
て
い
る
美
肌
治
療

が
あ
り
ま
す
。
経
過
が
目
に
見

え
て
良
く
、
今
で
は
ほ
ど
ん
ど

の
ス
タ
ッ
フ
が
定
期
的
に
行
う

ほ
ど
。
ア
メ
リ
カ
が
発
祥
の
こ

の
治
療
は
、
い
ま
日
本
で
も
多

く
の
美
容
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
る

な
ど
大
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
、
皮
膚
再
生
治
療
の
﹁
マ
イ

ク
ロ
ニ
ー
ド
リ
ン
グ
﹂
。
ダ
ー

マ
ペ
ン
や
、
ス
キ
ン
ペ
ン
と
言

わ
れ
る
超
極
細
な
針
で
皮
膚
を

高
速
で
突
き
刺
し
、
お
肌
の
表

面
に
と
っ
て
も
小
さ
な
穴
を
一

時
的
に
空
け
、
人
間
が
本
来
持

っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
を
使
っ

て
針
を
刺
し
て
で
き
た
穴
・
傷

を
直
す
の
と
同
時
に
、
肌
自
体

を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
と
い
う

施
術
で
す
。
こ
う
書
き
ま
す

と
、
と
て
も
痛
そ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
髪
の
毛
よ
り
更
に
細
く

な
っ
た
針
を
使
い
ク
リ
ー
ム
麻

酔
を
行
う
た
め
、
痛
み
は
ほ
と

ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
。そ
の
結
果
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
増
や
し
、
お
肌

の
新
陳
代
謝
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
で
、
色
素
沈
着
、
毛
穴
の
開

き
、
た
る
み
、
小
ジ
ワ
の
改
善

や
、
肌
の
衰
え
を
防
ぐ
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

皮
膚
再
生
治
療
は
、
数
年
前
か

ら
レ
ー
ザ
ー
な
ど
と
比
べ
て
美

肌
治
療
の
主
流
に
な
っ
て
い
ま

す
。
更
に
す
ご
い
の
は
、
同
時

に
、
注
入
針
に
よ
っ
て
で
き
た

穴
を
通
じ
て
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
ビ

タ
ミ
ン
成
分
、
成
長
因
子
等
を

注
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
栄
養

成
分
が
肌
の
奥
ま
で
浸
透
し
や

す
く
な
る
た
め
、
肌
の
ぷ
る
ぷ

る
感
、
ツ
ヤ
ツ
ヤ
感
が
直
ぐ
に

実
感
で
き
る
こ
と
。
こ
の
﹁
超

極
細
針
﹂
を
使
っ
た
、
傷
を
付

け
て
細
胞
を
再
生
し
て
い
る
針

を
使
っ
た
治
療
は
、
他
に
も
Ｐ

Ｒ
Ｐ
皮
膚
再
生
治
療
や
、
更
に

は
お
顔
に
塗
る
フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
の
中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ

た
り
と
、
活
躍
の
幅
を
広
げ
て

い
ま
す
。

　
美
容
の
概
念
を
変
え
た
﹁
お

肌
の
生
ま
れ
変
わ
り
﹂
が
実
現

で
き
る
、
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ド
リ

ン
グ
。
ア
メ
リ
カ
発
の
一
歩
先

を
行
く
最
先
端
の
治
療
を
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
名
取
由
稀
江
：
国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

い
ま
評
判
の
美
肌
治
療

2

25A 表紙 : Photographed by Robert Maxwell.
誌面ストーリー : Makeup Artist  松崎貴志、Hair Stylist 竹井千李奈

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
誌
で
米
国
の
富
裕
層
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
発
行
さ
れ
て
い
る

﹃25A

﹄
冬
の
号
の
表
紙
に
Ｎ

Ｙ
ア
ー
ト
界
の
ミ
ュ
ー
ズ
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
。
同
誌
と
姉
妹

誌
﹃
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
﹄
誌
に

も
各
13
ペ
ー
ジ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
写
真
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

が
同
時
掲
載
さ
れ
た
。
き
っ
か

け
は
昨
年
夏
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
ー
を
撮
影
し
て

い
る
大
物
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

の
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ス
ウ
エ
ル

に
被
写
体
に
な
っ
て
欲
し
い
と

言
わ
れ
、
秋
頃
か
ら
何
度
か
撮

影
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
彼
が
撮

影
し
た
モ
デ
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
見
た
雑
誌
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
社
広
報
部
か
ら
表
紙
モ
デ
ル

の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
岩
月
さ
ん
は 

横
浜
市
出
身
、

日
本
大
学
の
短
大
を
卒
業
後
、

１
９
９
８
年
に
留
学
で
来
米

し
、
ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
芸

術
を
専
攻
し
て
卒
業
。
伊
勢
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
就
職
し
、

そ
こ
で
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

多
く
の
ア
ー
ト
界
の
巨
匠
た
ち

と
仕
事
を
し
た
こ
と
が
ア
ー
ト

作
品
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
美
術

館
回
顧
展
の
カ
タ
ロ
グ
・
カ
バ

ー
に
な
り
、
パ
リ
で
行
わ
れ
た

展
覧
会
﹃FA

SH
IO

N

﹄
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。
そ
の
活

動
を
知
っ
た
チ
ェ
ル
シ
ー
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
声
を
掛
け
ら
れ

２
０
１
２
年
に
ア
レ
ッ
ク
ス
・

カ
ッ
ツ
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ン

ク
を
含
め
た
35
人
の
世
界
の
著

名
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
岩
月
さ
ん
を
モ
デ
ル

に
し
た
﹃M

IE
 

35
人
の
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
展
﹂が
開
催
さ
れ
た
。

売
り
上
げ
の
一
部
を
東
日
本
大

震
災
に
寄
付
。
同
展
覧
会
は
評

判
と
な
り
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
・

ニ
ュ
ー
ス
や
、
米
国
を
代
表
す

る
ア
ー
ト
誌 

の
一
つ
﹃
ア
ー

ト
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
﹄
に
も

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。

　
東
洋
の
神
秘
を
感
じ
さ
せ
る

独
特
の
面
立
ち
が
際
立
つ
岩
月

さ
ん
。﹁
私
よ
り
も
綺
麗
で
若

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
世

界
中
に
い
く
ら
で
も
い
る
け
れ

ど
、
単
な
る
被
写
体
と
し
て
で

は
な
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
理
解

す
る
モ
デ
ル
・
ヴ
ォ
イ
ス
の
送

り
手
と
し
て
共
に
芸
術
を
発
信

し
て
い
け
る
と
こ
ろ
﹂
が
ほ
か

の
モ
デ
ル
と
は
違
う
自
分
の
存

在
意
義
だ
と
思
っ
て
い
る
。

   

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
岩

月
さ
ん
が
海
外
に
出
る
と
き
に

大
好
き
な
祖
母
に
﹁
行
か
な
い

で
お
く
れ
﹂と
泣
き
つ
か
れ
た
。

自
分
で
貯
め
た
小
額
の
お
金
を

持
っ
て
渡
米
し
た
。
全
国
検
察

審
査
協
会
連
合
会
の
副
会
長
ま

で
務
め
た
祖
母
は
１
０
１
歳
ま

で
長
生
き
し
た
が
、
１
０
０
歳

の
時
、﹃M

IE

展
﹄
の
カ
タ
ロ

グ
を
持
っ
て
帰
国
し
て
祖
母
に

展
覧
会
の
成
功
を
報
告
で
き
た

こ
と
が
唯
一
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

心
の
慰
め
に
な
っ
た
と
言
う
。

ア
ー
ト
を
通
じ
て
自
分
が
Ｎ
Ｙ

で
経
験
し
た
事
、
一
緒
に
作
品

を
創
る
事
が
で
き
た
素
晴
ら
し

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
﹃
モ
デ
ル
・
ヴ
ォ

イ
ス
﹄
と
し
て
将
来
出
版
す
る

こ
と
が
夢
だ
。︵
三
浦
良
一
記

者
、
写
真
は
本
人
提
供
︶

と
モ
デ
ル
業
の
現
在
に

繋
が
っ
た
。
そ
の
出
会

い
の
一
人
が
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
の
巨
匠
ア
レ
ッ

ク
ス
・
カ
ッ
ツ
だ
っ
た
。

就
職
間
も
な
い
頃
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

た
彼
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
ト
ー
ク
が
終
わ
っ

て
打
ち
上
げ
の
帰
り
が

け
に
勇
気
を
出
し
て
挨

拶
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー

顔
の
穏
や
か
だ
っ
た
彼

の
笑
顔
が
豹
変
し
、﹁
ア

イ
・
ウ
ォ
ン
ト
・
ペ
イ

ン
ト
ユ
ー
﹂
と
﹁
鋭
い

目
﹂
で
言
わ
れ
た
。
こ

れ
迄
に
10
枚
程
の
肖

像
画
が
描
か
れ
た
が
、

２
０
０
９
年
に
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
・
タ
ー
リ
ン
ト

ン
と
一
緒
に
描
か
れ
た

Info: linktr.ee/Mieiwatsuki

http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
http://jmart-usa.com/en/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
http://www.idocenter.com
https://linktr.ee/Mieiwatsuki
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税

金

特

集

④

外
国
人
に
関
す
る
特
殊
規
定

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　
米
国
連
邦
税
法
上
、
米
国
市

民
は
常
に
居
住
者
と
し
て
課
税

さ
れ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
は

居
住
身
分
の
判
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
居
住
者
か
非
居

住
者
か
に
よ
っ
て
使
用
す
る

確
定
申
告
の
様
式
や
申
告
身

分
、
さ
ら
に
は
課
税
対
象
と
な

る
所
得
や
控
除
な
ど
も
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
居
住
者
と
非
居

住
者
の
両
方
の
居
住
者
身
分
を

年
中
に
有
す
る
二
重
身
分
者
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
間
に
対
し
て
異
な
っ
た
税

法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
年
に
よ

っ
て
は
、
通
年
居
住
者
、
非
居

住
者
、
二
重
身
分
者
の
な
か
か

ら
最
も
条
件
の
良
い
身
分
を
選

択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た

め
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
税

務
上
の
居
住
身
分
を
適
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
な

り
ま
す
。

▽
居
住
者
の
判
定
基
準

　
原
則
と
し
て
、
米
国
市
民
以

外
の
外
国
人
は
次
の
ａ
ま
た
は

ｂ
に
よ
っ
て
米
国
居
住
者
か
ど

う
か
を
判
定
し
ま
す
。

︵
ａ
︶
米
国
永
住
権
︵
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
︶
保
持
者
：
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
保
持
者
は
米
国
滞
在

日
数
に
関
係
な
く
居
住
者

︵
ｂ
︶
実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス

ト: 

ビ
ザ
を
保
持
す
る
外
国
人

は
、
実
際
に
米
国
に
滞
在
す
る

日
数
に
つ
い
て
実
質
的
滞
在
条

件
テ
ス
ト
を
満
た
す
と
居
住
者

︵
例
外
規
定
あ
り
︶

　
実
質
的
滞
在
条
件
テ
ス
ト
と

は
、
対
象
の
年
の
米
国
滞
在
日

数
が
31
日
以
上
あ
り
、
そ
の
年

の
滞
在
日
数
、
前
年
の
滞
在
日

数
の
３
分
の
１
、
お
よ
び
前
々

年
の
滞
在
日
数
の
６
分
の
１
の

合
計
が
１
８
３
日
以
上
あ
る
か

ど
う
か
で
判
定
す
る
も
の
で

す
。
た
と
え
ば
、
２
０
２
０
年

８
月
１
日
か
ら
年
末
ま
で
米
国

に
い
た
方
は
20
年
の
米
国
滞
在

日
数
は
１
５
３
日
の
た
め
、
そ

れ
だ
け
を
み
る
と
20
年
は
非
居

住
者
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
方

が
19
年
と
18
年
に
そ
れ
ぞ
れ
60

日
ず
つ
米
国
に
滞
在
し
た
と
す

る
と
、
１
５
３
日
＋
20
日
︵
19

年
：
60
日
×
３
分
の
１
︶
＋
10

日
︵
18
年
：
60
日
×
６
分
の
１
︶

＝
１
８
３
日
と
な
る
た
め
、
８

月
１
日
か
ら
米
国
居
住
者
、
そ

れ
ま
で
は
非
居
住
者
の
二
重
身

分
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
か
ら

帰
国
し
た
年
も
同
様
に
こ
の
テ

ス
ト
で
判
定
し
ま
す
。

　
次
の
表
は
居
住
身
分
に
よ
っ

て
適
用
さ
れ
る
税
法
を
ま
と
め

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

▽
例
外
規
定

　
実
質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
次
の
２
つ
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
非

居
住
者
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

︵
ａ
︶
特
定
の
ビ
ザ
保
持
者
：

Ａ
ビ
ザ︵
外
交
官
︶、Ｊ
ビ
ザ︵
教

授
、
研
修
生
、
交
換
留
学
生
︶、

Ｆ
ビ
ザ
︵
学
生
︶、Ｍ
ビ
ザ
︵
専

門
学
校
学
生
︶、
Ｑ
ビ
ザ
︵
国

際
文
化
交
流
訪
間
者
ビ
ザ
︶
を

保
持
し
て
い
る
場
合

︵
ｂ
︶Closer Connection

：

実
質
的
滞
在
条
件
の
日
数
計
算

上
は
居
住
者
と
な
る
場
合
で

も
、
対
象
と
な
る
年
の
米
国
滞

在
日
数
が
１
８
３
日
未
満
で
あ

り
、
米
国
よ
り
も
む
し
ろ
外
国

と
の
経
済
上
、
生
活
上
の
関
係

が
深
く
、
仕
事
や
住
居
も
１
年

を
通
じ
て
米
国
外
に
あ
る
と
い

う
場
合

▽
居
住
者
選
択

　
実
質
的
滞
在
テ
ス
ト
で
は
居

住
者
と
な
ら
な
い
場
合
で
も
、

特
殊
な
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
居
住
者
と
し
て
の
取
り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
扶
養
税
額
控

除
を
確
定
申
告
で
申
請
す
る
た

め
に
は
、
被
扶
養
者
が
米
国
居

住
者
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
米

国
に
来
た
初
年
度
は
、
実
質
的

滞
在
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
次
の
４
要
件
を
満

た
せ
ば
居
住
者
と
な
る
選
択
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
　
対
象
年
の
米
国
滞
在
日
数

が
連
続
で
31
日
以
上
あ
る
こ
と

２
　
米
国
滞
在
日
数
が
、
連
続

31
日
以
上
あ
る
滞
在
期
間
の
初

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
合
計

日
数
の
75
％
以
上
で
あ
る
こ
と

３
　
米
国
入
国
年
の
翌
年
に
実

質
的
滞
在
条
件
を
満
た
し
て
居

住
者
と
な
る
こ
と

４
　
米
国
入
国
年
の
前
年
度
は

通
年
非
居
住
者
で
あ
る
こ
と

　
既
婚
者
の
方
は
、
夫
婦
合
算

申
告
を
す
る
た
め
に
は
夫
婦
が

共
に
米
国
の
通
年
居
住
者
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
実
質
的
滞
在

テ
ス
ト
で
は
非
居
住
者
や
二
重

身
分
者
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合

で
も
、
通
年
居
住
者
を
選
択
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
年

居
住
者
と
な
る
と
、
実
際
に
米

国
に
い
な
か
っ
た
と
き
の
所
得

も
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

不
利
益
も
あ
り
ま
す
が
、
同
額

の
課
税
所
得
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
税
率
が
夫
婦
個
別
申
告
の

場
合
よ
り
も
低
く
な
る
と
い
う

利
益
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
配
偶

者
間
の
所
得
水
準
に
偏
り
が
あ

る
場
合
は
、
通
年
居
住
者
と
し

て
夫
婦
合
算
申
告
を
行
う
こ
と

が
有
利
と
な
る
場
合
が
多
い
の

で
、
ご
自
身
の
状
況
に
あ
わ
せ

て
居
住
者
身
分
を
選
択
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規

定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た

す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す

べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事

中
の
見
解
や
意
見
は
著
者
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
３
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
警
察
学
校
を
舞
台
に
木
村

拓
哉
が
﹁
最
恐
﹂
の
教
官
を
演

じ
て
話
題
と
な
っ
た
ス
ペ
シ
ャ

ル
ド
ラ
マ
﹁
教
場
﹂
の
前
作
と

続
編
を
２
週
に
わ
た
っ
て
放
送

す
る
。
ま
た
有
村
架
純
・
坂
口

健
太
郎
ダ
ブ
ル
主
演
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
﹁
そ
し

て
、生
き
る
﹂
を
６
夜
連
続
で
、

重
松
清
の
名
作
を
安
田
顕
主
演

で
ド
ラ
マ
化
し
た
﹁
き
よ
し

こ
﹂、
第
44
回
創
作
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
大
賞
受
賞
作
﹁
星
と
レ
モ

ン
の
部
屋
﹂な
ど
を
放
送
す
る
。

　
映
画
は
、
昨
年
亡
く
な
っ
た

竹
内
結
子
さ
ん
を
追
悼
し
て
、

主
演
作
﹁
サ
イ
ド
カ
ー
に
犬
﹂

と
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
コ
ル
ソ
ン

と
モ
ー
ガ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
原
案
に
、

吉
永
小
百
合
と
天
海
祐
希
共
演

で
映
画
化
し
た
﹁
最
高
の
人
生

の
見
つ
け
方
﹂の
２
作
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
の

今
年
は
多
く
の
震
災
関
連
番
組

の
放
送
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ロ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
１
年
音
楽

祭
、
創
立
46
周
年
第
６
回 

ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス﹁
日

本
の
実
験
音
楽
の
今
﹂
が
、
３

月
６
日
︵
土
︶
と
７
日
︵
日
︶

に
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
か
ら
無
観

客
の
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

を
無
料
配
信
す
る
。

　
今
回
は
作
曲
家
の
北
條
知
子

と
石
上
加
寿
也
を
招
聘
し
、
実

験
音
楽
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作

品
、
音
響
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
。
北
條

知
子
コ
ン
サ
ー
ト
は
６
日
午
後

７
時
か
ら
︵https://youtu.

be/orbyN
fA

vT
X

Q

︶、

演

奏

は

エ

イ

ミ

ー
・

ナ

イ

マ

ン
︵
バ
イ
オ
リ
ン
︶、
ジ
ョ
ア

ナ
・
マ
ッ
ト
レ
イ
︵
ビ
オ
ラ
︶、

ア
リ
ヤ
・
ウ
ル
タ
ン
︵
チ
ェ

ロ
︶、
セ
ル
ゲ
イ
・
ケ
イ
シ

ッ
ク
︵
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

他
︶。
石
上
加
寿
也
コ
ン
サ
ー

ト
は
７
日
午
後
５
時
30
分
か
ら

︵https://youtu.be/O
N

w
_

A
4B

W
rhY

︶。
演
奏
は
ネ
ッ

ド
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
︵
尺
八
・

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
な
ど
︶。
視

聴
無
料
。

３
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ロ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

無
観
客
配
信

吉永小百合と天海祐希の共演映画
「最高の人生の見つけ方」

通年居住者 二重身分 非居住者

申告身分 独身、特定世帯主、夫婦合算又は夫婦個別 独身、夫婦個別のみ 独身、夫婦個別のみ

課税対象所得 全世界所得
居住者期間と非居住者期間ごとに

該当規則を適用
米国源泉所得のみ

概算額控除 控除可 対象外 対象外

項目別控除 全ての項目
居住者期間と非居住者期間ごとに

該当規則を適用
制限あり（医療費、固定資産税、

動産税は不可）

外国税額控除 控除可 居住者期間分は控除可 対象外

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://youtu.be/orbyNfAvTXQ
https://youtu.be/ONw_A4BWrhY
https://america-keitai.com/



